
1

モ ナ ミ
-Mon Ami-

2023.04.05

 AOI OGAWA



・
あ
ら
す
じ

　
函
館
の
児
童
養
護
施
設
で
育
っ
た
椎
名
萌
奈
美
（9

） 
は
、
内
気
な
性
格
で
、
友
達
が
少
な
か
っ
た
。

　
そ
ん
な
萌
奈
美
が
、
施
設
に
寄
贈
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
製

の
古
い
ミ
シ
ン
、
シ
ン
ガ
ー
社
の
モ
ナ
ミ
に
出
会
い
、
洋

服
作
り
に
夢
中
に
な
る
。
モ
ナ
ミ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
意

味
は
「
私
の
友
達
」
。

ま
さ
に
モ
ナ
ミ
は
、
萌
奈
美
の
か
け
が
え
の
な
い
友
達
と

な
っ
た
。

　
三
年
後
、
中
学
生
に
な
っ
た
萌
奈
美
（12
）
は
、
函
館

の
洋
装
店
、
い
け
な
が
洋
装
店
に
入
り
浸
り
、
店
番
を
し

な
が
ら
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
と
、
店
の
洋
裁
道
具
で
洋
服

作
り
を
す
る
毎
日
。
洋
装
店
の
店
主
、
池
永
浩
子
（72

）

は
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
入
居
し
て
お
り
、
店
は
萌
奈
美
に
ほ

ぼ
任
せ
き
り
だ
っ
た
。
　

　
北
海
道
の
短
い
夏
が
始
ま
る
頃
、
萌
奈
美
は
、
施
設
の

卒
業
生
、
真
優
美
（21

）
か
ら
、
結
婚
し
、
札
幌
に
引
っ

越
す
こ
と
に
な
っ
た
と
告
げ
ら
れ
る
。
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幼
い
頃
か
ら
姉
の
よ
う
に
慕
っ
て
い
た
真
優
美
の
結
婚
に
、

言
葉
に
で
き
な
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
萌
奈
美
。

　
そ
し
て
洋
装
店
に
は
、
浩
子
の
息
子
で
、
世
界
的
に
活

躍
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
シ
ン
・
イ
ケ
ナ
ガ

（45

）
が
、
六
年
ぶ
り
に
帰
省
す
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
は
、
中
学
生
の
萌
奈
美
が
店
に
一
人
で
い
る
こ

と
に
眉
を
顰
め
、
し
ば
ら
く
函
館
に
留
ま
り
、
自
分
が
店

を
預
か
る
こ
と
に
し
、
萌
奈
美
に
、
せ
め
て
高
校
生
に

な
っ
て
か
ら
店
で
働
く
よ
う
に
告
げ
る
。

　
真
優
美
が
結
婚
す
る
こ
と
で
孤
独
を
感
じ
、
さ
ら
に
自

分
の
大
切
な
場
所
ま
で
奪
わ
れ
か
け
る
萌
奈
美
。

　
な
ん
と
か
店
に
い
さ
せ
て
欲
し
い
と
食
い
下
が
る
萌
奈

美
に
、
イ
ケ
ナ
ガ
は
、
新
作
の
ド
レ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
画
を

渡
す
。

萌
奈
美
が
一
週
間
以
内
に
、
デ
ザ
イ
ン
画
の
ド
レ
ス
が
作

れ
た
な
ら
ば
、
店
に
居
て
も
よ
い
と
い
う
イ
ケ
ナ
ガ
。

　
北
海
道
の
短
い
夏
休
み
の
始
ま
り
と
共
に
、
萌
奈
美
の

ド
レ
ス
作
り
が
始
ま
る
。

　
そ
の
夏
は
、
萌
奈
美
に
と
っ
て
も
、
イ
ケ
ナ
ガ
に
と
っ

て
も
、
か
け
が
え
の
な
い
夏
と
な
る
の
だ
っ
た
。
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・
登
場
人
物

椎
名
萌
奈
美
（12

）
中
学
一
年
生

シ
ン
・
イ
ケ
ナ
ガ
（45
）
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
（
本
名
・
池
永

伸
）

二
村
真
優
美
（21

）
お
菓
子
工
場
職
員

岩
本
朱
音
（15

）
高
校
一
年
生

池
永
浩
子
（72

）
い
け
な
が
洋
装
店
店
主
、
イ
ケ
ナ
ガ
の

母浜
田
崇
（24

）
お
菓
子
工
場
ド
ラ
イ
バ
ー

正
岡
茂
利
（36

）
お
菓
子
工
場
経
営
者
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飯
嶋
サ
ト
ル
（30

）
モ
デ
ル

イ
ケ
ナ
ガ
の
ス
タ
ッ
フ
女
性

水
着
を
買
う
女
性

パ
ー
ト
Ａ

Ｂ
ボ
ー
イ
風
の
男
の
子

老
婦
人

フ
ラ
ン
ス
人
女
性
記
者
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椎
名
萌
奈
美
・
小
学
生
時
代
（
９
）
小
学
三
年
生
　
　
　

岩
本
朱
音
・
小
学
生
時
代
（12

）
小
学
六
年
生

少
女
Ａ

少
女
Ｂ

少
女
Ｃ
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○
森
の
子
園
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
・
内

　
　
　
身
寄
り
の
な
い
子
供
達
が
暮
ら
す
児
童
施
設
、

　
　
　
森
の
子
園
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
。

　
　
　
窓
の
外
か
ら
子
供
達
が
遊
ぶ
声
。

　
　
　
床
に
寝
そ
べ
り
、
絵
を
描
い
て
い
る
お
か
っ

　
　
　
ぱ
頭
の
の
少
女
、
椎
名
萌
奈
美
（
９
）
。

　
　
　
古
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
を
開
き
、
サ
ン
グ
ラ

　
　
　
ス
を
か
け
た
ク
ー
ル
な
佇
ま
い
の
モ
デ
ル
の

　
　
　
絵
を
描
い
て
い
る
萌
奈
美
。

　
　
　
部
屋
の
入
り
口
か
ら
、
眼
鏡
を
か
け
た
少
女
、

　
　
　
二
村
真
優
美
（18

）
が
顔
を
出
す
。

真
優
美
「
萌
奈
美
」

　
　
　
顔
を
上
げ
る
萌
奈
美
。

真
優
美
「
（
手
招
き
し
て
）
お
い
で
」
　

○
同
・
学
習
室
・
内

　
　
　
い
く
つ
か
の
長
机
が
置
か
れ
た
学
習
室
。

　
　
　
白
く
立
派
な
ミ
シ
ン
の
前
、
集
ま
っ
て
い
る

　
　
　
少
女
達
に
タ
オ
ル
に
施
し
た
猫
の
刺
繍
を
み

　
　
　
せ
て
い
る
ウ
ェ
ー
ブ
の
か
か
っ
た
茶
色
い
髪
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の
少
女
、
岩
本
朱
音
（12

）
。

少
女
Ａ
「
す
ご
ー
い
」

朱
音
「
こ
の
ミ
シ
ン
が
す
ご
い
ん
だ
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

　
タ
ー
が
入
っ
て
る
っ
さ
」
　

少
女
Ｂ
「
朱
音
ち
ん
、
私
の
タ
オ
ル
に
も
や
っ
て
え
」

　
　
　
真
優
美
、
盛
り
上
が
る
少
女
達
を
余
所
目
に
　
　

　
　
　
萌
奈
美
の
手
を
引
い
て
部
屋
の
奥
の
テ
ー
ブ

　
　
　
ル
に
向
か
う
。
奥
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
古

　
　
　
ぼ
け
た
茶
色
い
小
さ
な
ミ
シ
ン
。

真
優
美
「
（
萌
奈
美
に
）
ほ
ら
、
み
て
」

　
　
　
真
優
美
、
茶
色
い
ミ
シ
ン
の
『m
onam

i

』

　
　
　
の
ロ
ゴ
を
指
し
て
、

真
優
美
「
こ
れ
、
モ
ナ
ミ
っ
て
読
む
ん
だ
よ
。
ア
ン

　
タ
と
一
緒
の
名
前
だ
」

　
　
　
萌
奈
美
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
を
み
つ
め
る
。

真
優
美
「
こ
の
ミ
シ
ン
だ
っ
た
ら
小
さ
い
か
ら
萌
奈

　
美
に
も
使
え
る
っ
し
ょ
。
さ
、
こ
こ
座
っ
て
」

　
　
　
萌
奈
美
、
ミ
シ
ン
の
前
に
座
る
。

真
優
美
「
ま
ず
、
こ
こ
糸
を
か
け
て…

…

」

　
　
　
×          

×          

×
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モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
を
動
か
す
萌
奈
美
。

　
　
　
傍
ら
で
萌
奈
美
を
見
守
る
真
優
美
。

真
優
美
「
そ
う
そ
う
。
上
手
上
手
」

　
　
　
縫
い
目
を
み
つ
め
る
萌
奈
美
の
瞳
が
輝
い
て

　
　
　
い
く
。

○
同
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
・
内
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
萌
奈
美
、
古
い
裁
縫
雑
誌
の
付
録
、
ワ
ン
ピ

　
　
　
ー
ス
の
型
紙
を
開
く
。

○
同
・
学
習
室
・
内
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
の
傍
、
型
紙
に
沿
っ
て
花

　
　
　
柄
の
布
を
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
ゆ
く
萌
奈
美
。

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
萌
奈
美
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
で
花
柄
の
布
を

　
　
　
縫
っ
て
い
る
。

　
　
　
施
設
職
員
、
萌
奈
美
の
元
に
や
っ
て
来
て
、

施
設
職
員
「…

…

ち
ょ
っ
と
萌
奈
美
！
　
こ
れ
食
堂

　
の
カ
ー
テ
ン
っ
し
ょ
！
」

　
　
　
萌
奈
美
、
職
員
を
無
視
し
て
縫
い
続
け
る
。
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○
同
・
学
習
室
・
内
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
真
優
美
、
花
柄
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
て
、
裾

　
　
　
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
の
前
で
満
足
げ

　
　
　
に
真
優
美
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
み
つ
め
て
い
る
。

　
　
　
白
い
ミ
シ
ン
の
周
り
の
朱
音
ら
少
女
達
、
ひ

　
　
　
と
り
、
ま
た
ひ
と
り
と
真
優
美
に
駆
け
寄
る
。

少
女
Ａ
「
マ
ユ
姉
、
い
い
ね
え
そ
れ
」

真
優
美
「
可
愛
い
い
い
っ
し
ょ
。
萌
奈
美
が
独
り
で

　
作
っ
た
っ
さ
。
（
萌
奈
美
に
）
ね
」

　
　
　
萌
奈
美
、
黙
っ
て
何
度
も
頷
く
。

少
女
Ｂ
「
う
そ
お
？
　
ど
う
や
っ
て
？
」
　

　
　
　
裁
縫
雑
誌
を
開
く
萌
奈
美
に
群
が
る
少
女
達
。

　
　
　
白
い
ミ
シ
ン
の
前
、
一
人
座
っ
て
い
た
朱
音

　
　
　
も
澄
ま
し
た
顔
で
立
ち
上
が
り
、
萌
奈
美
の

　
　
　
元
に
歩
い
て
い
く
。

　
　
　
萌
奈
美
を
囲
ん
だ
少
女
達
、
口
々
に
、

少
女
Ａ
「
萌
奈
美
、
私
に
も
作
っ
て
え
」
　

少
女
Ｂ
「
私
に
も
私
に
も
」
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少
女
Ｃ
「
私
コ
レ
が
い
い
！
　
萌
奈
美
作
れ
る
？
」

　
　
　
萌
奈
美
、
愉
し
そ
う
な
笑
顔
。

　
　
　
真
優
美
、
萌
奈
美
の
笑
顔
を
み
て
微
笑
む
。

　
　
　
笑
顔
の
萌
奈
美
の
傍
ら
、
輝
き
を
取
り
戻
し

　
　
　
た
よ
う
な
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
。

タ
イ
ト
ル
「
モ
ナ
ミ
　
ーM

on Am
i-

」
　
　
　
　
　
　

○
中
学
校
・
校
門
前
（
日
替
わ
り
、
三
年
後
）

　
　
　
夏
の
昼
下
が
り
。
校
門
を
出
て
来
る
生
徒
達
。

テ
ロ
ッ
プ
「
三
年
後
」

　
　
　
ジ
ャ
ー
ジ
姿
、
丸
坊
主
、
垢
抜
け
な
い
中
学

　
　
　
生
達
に
混
じ
っ
て
、
シ
ョ
ー
ト
ボ
ブ
、
夏
の

　
　
　
制
服
姿
の
萌
奈
美
（12

）
、
ス
タ
ス
タ
と
校

　
　
　
門
を
出
て
来
て
、
歩
き
な
が
ら
大
き
な
サ
ン

　
　
　
グ
ラ
ス
を
掛
け
る
。

○
函
館
の
街
・
実
景

　
　
　

○
港
の
倉
庫
通
り

　
　
　
レ
ン
ガ
倉
庫
が
立
ち
並
ん
だ
港
付
近
の
通
り
。

11



　
　
　
長
身
の
男
・
飯
嶋
サ
ト
ル
（30

）
と
サ
ン
グ

　
　
　
ラ
ス
の
男
・
シ
ン
・
イ
ケ
ナ
ガ
（45

）
が
並

　
　
　
ん
で
歩
い
て
い
る
。

飯
嶋
「
（
景
色
を
み
な
が
ら
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
み
た
い
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
（
小
さ
く
微
笑
ん
で
）
そ
う
？
」

飯
嶋
「
ど
ん
く
ら
い
ぶ
り
？
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

二
十
年
振
り
？
く
ら
い
か
な
」

飯
嶋
「
そ
ん
な
に
帰
っ
て
な
か
っ
た
の
？
」
　
　
　

イ
ケ
ナ
ガ
「
い
や
、
帰
っ
て
は
い
た
け
ど
、
実
家
に

　
母
親
の
顔
、
見
に
帰
る
だ
け
だ
っ
た
か
ら
」

飯
嶋
「
お
母
さ
ん
て
ど
ん
な
人
な
の
？
」
　
　
　

イ
ケ
ナ
ガ
「
（
少
し
考
え
て
）
よ
く
働
く
人
、
か
な
」

飯
嶋
「…

…

じ
ゃ
あ
、
シ
ン
さ
ん
と
一
緒
だ
ね
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
声
な
く
微
笑
む
。

○
港
付
近
、
眺
め
の
良
い
道

　
　
　
サ
ン
グ
ラ
ス
の
萌
奈
美
、
ス
タ
ス
タ
と
歩
く
。

○
寂
れ
た
商
店
街
・
実
景
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○
い
け
な
が
洋
装
店
・
前

　
　
　
街
の
一
角
、
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
い
け
な
が
』

　
　
　
と
昭
和
風
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
洋
装
店
。

　
　
　
萌
奈
美
、
店
の
前
に
や
っ
て
来
て
鍵
を
取
り

　
　
　
出
し
、
玄
関
の
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け
る
。

　
　
　
ガ
ラ
ス
戸
の
端
ッ
コ
に
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ

　
　
　
た
洋
裁
教
室
生
徒
募
集
の
貼
り
紙
。

○
同
・
内

　
　
　
店
内
に
は
、
婦
人
服
が
中
心
だ
が
、
紳
士
服
、

　
　
　
子
供
服
と
、
雑
然
と
衣
類
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
玄
関
か
ら
入
り
、
店
内
の
灯
り
を

　
　
　
つ
け
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
向
か
う
。

　
　
　
カ
ウ
ン
タ
ー
の
内
側
奥
は
、
洋
裁
の
作
業
場
。

　
　
　
男
女
の
ト
ル
ソ
ー
、
布
地
の
ロ
ー
ル
、
ボ
タ

　
　
　
ン
の
箱
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
等
、
本
格
的
な
洋

　
　
　
裁
道
具
に
混
じ
っ
て
、
家
庭
用
の
モ
ナ
ミ
の

　
　
　
ミ
シ
ン
も
ち
ょ
こ
ん
と
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
×          

×           

× 

　
　
　
萌
奈
美
、
作
業
台
で
ハ
ト
ロ
ン
紙
に
ラ
イ
ン
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を
引
く
。
慣
れ
た
手
つ
き
で
定
規
と
チ
ャ
コ

　
　
　
ペ
ン
を
使
い
こ
な
す
萌
奈
美
。
　
　
　

女
性
（
声
）
「
あ
の
ー
」

　
　
　
萌
奈
美
、
顔
を
上
げ
る
。

　
　
　
カ
ウ
ン
タ
ー
の
前
に
女
性
が
一
人
、
怪
訝
な

　
　
　
顔
で
萌
奈
美
を
み
て
い
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
手
を
止
め
カ
ウ
ン
タ
ー
に
向
か
う
。

女
性
「
小
学
生
の
、
男
子
用
の
水
着
が
欲
し
い
ん
だ

　
け
ど…

…

」

萌
奈
美
「
何
小
？
」

女
性
「…

…

南
小
」

　
　
　
萌
奈
美
、
踏
み
台
を
使
っ
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー

　
　
　
脇
の
棚
を
探
し
な
が
ら
、

萌
奈
美
「
サ
イ
ズ
は
？
」

女
性
「
Ｍ
が
履
け
な
く
な
っ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
Ｌ
も

　
キ
ツ
そ
う
で
。
Ｌ
Ｌ
っ
て
あ
る
？
」

萌
奈
美
「
Ｌ
Ｌ
は
取
り
寄
せ
」
　
　

女
性
「…

…

じ
ゃ
Ｌ
で
」

　
　
　
萌
奈
美
、
踏
み
台
を
降
り
水
着
を
差
し
出
し
、

萌
奈
美
「
（
電
卓
を
叩
き
）
３
０
８
０
円
」
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○
有
限
会
社
モ
イ
モ
イ
函
館
工
場
・
内

　
　
　
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
に
乗
っ
て
流
れ
て
い
く

　
　
　
お
土
産
向
け
の
チ
ー
ズ
菓
子
。

　
　
　
作
業
ラ
イ
ン
に
立
つ
者
は
皆
全
身
真
っ
白
の

　
　
　
作
業
服
。
パ
ー
ト
女
性
達
と
共
に
作
業
す
る

　
　
　
眼
鏡
の
女
性
・
真
優
美
（21

）
。

　
　
　
室
内
に
入
っ
て
来
る
正
岡
茂
利
（36

）
、
ネ

　
　
　
ク
タ
イ
姿
に
無
理
や
り
作
業
服
を
着
て
い
る
。

　
　
　
正
岡
、
真
優
美
の
元
に
や
っ
て
来
て
、

正
岡
「
仁
村
さ
ん
、
代
わ
る
わ
。
上
が
っ
て
」

真
優
美
「…

…

す
い
ま
せ
ん
」

　
　
　
真
優
美
、
周
り
の
パ
ー
ト
達
に
頭
を
下
げ
て
、

真
優
美
「
お
先
に
失
礼
し
ま
す
」

　
　
　
無
愛
想
な
パ
ー
ト
達
。
出
て
い
く
真
優
美
。

　
　
　
パ
ー
ト
Ａ
、
真
優
美
が
い
な
く
な
っ
た
の
を

　
　
　
確
認
し
て
、
不
機
嫌
に
そ
う
に
、

パ
ー
ト
Ａ
「
（
正
岡
に
）
な
ん
で
社
長
、
最
近
、
あ

　
の
子
に
残
業
さ
せ
ん
の
？
」

　
　
　
正
岡
、
作
業
し
な
が
ら
、
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正
岡
「…

…

な
ん
か
、
体
調
悪
い
み
た
い
な
ん
だ
わ
」

パ
ー
ト
Ａ
「
フ
ン
。
配
送
の
わ
げ
ー
の
も
辞
め
る
み

　
て
え
だ
し
、
こ
れ
以
上
わ
げ
ー
の
辞
め
ら
れ
た
ら

　
困
る
も
な
」

正
岡
「
（
軽
い
感
じ
で
）
そ
だ
ね
ー
」

パ
ー
ト
Ａ
「
で
も
社
長
、
少
年
院
上
が
り
と
か
、
施

　
設
育
ち
と
か
で
な
く
て
、
も
う
少
し
ま
と
も
な
わ

　
げ
ー
の
、
入
れ
た
方
が
よ
く
な
い
か
い
？
」

正
岡
「
（
苦
笑
し
て
）…

…

そ
だ
ね
え
」

○
同
・
駐
車
場
（
夕
）

　
　
　
工
場
敷
地
内
、
日
の
落
ち
か
け
た
駐
車
場
。

　
　
　
配
送
ト
ラ
ッ
ク
に
商
品
を
積
み
込
ん
で
い
る

　
　
　
茶
髪
で
大
柄
な
若
者
、
浜
田
崇
（24

）
。

　
　
　
私
服
姿
の
真
優
美
、
工
場
か
ら
出
て
来
る
。

　
　
　
作
業
中
の
崇
と
目
が
合
う
真
優
美
。

　
　
　
崇
、
無
言
で
小
さ
く
頭
を
下
げ
る
。

　
　
　
真
優
美
も
黙
っ
て
頭
を
下
げ
る
。

　
　
　
崇
、
再
び
作
業
に
戻
る
。

　
　
　
真
優
美
、
足
早
に
駐
輪
場
に
向
か
う
。
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○
同
・
駐
輪
場
（
夕
）

　
　
　
自
転
車
の
鍵
を
外
し
て
い
る
真
優
美
、
カ
バ

　
　
　
ン
の
中
で
ス
マ
ホ
が
鳴
る
。

　
　
　
真
優
美
、
ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
。

真
優
美
「
（
画
面
を
み
て
）…

…

も
う
売
れ
た
」

　
　
　

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
前
（
夜
）

　
　
　
店
の
灯
り
、
煌
々
と
灯
っ
て
い
る
。

　
　
　
真
優
美
、
自
転
車
で
店
前
に
や
っ
て
来
る
。

○
同
・
内

　
　
　
萌
奈
美
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
で
布
を
縫
い
合

　
　
　
わ
せ
て
い
る
。
店
内
に
響
く
ミ
シ
ン
の
音
。
　
　

　
　
　
玄
関
か
ら
真
優
美
、
入
っ
て
来
て
カ
ウ
ン
タ

　
　
　
ー
ま
で
来
る
が
、
萌
奈
美
は
作
業
に
集
中
し

　
　
　
て
い
て
気
づ
か
な
い
。

真
優
美
「
萌
奈
美
」

萌
奈
美
「
（
気
付
い
て
）…

…

お
か
え
り
」

　
　
　
真
優
美
、
作
業
場
に
入
り
ラ
ッ
ク
に
掛
け
ら
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れ
た
い
く
つ
か
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
指
し
て
、

真
優
美
「
コ
レ
と
コ
レ
、
あ
と
コ
レ
も
売
れ
た
！
　

　
ど
れ
も
希
望
額
以
上
で
落
札
さ
れ
た
！
　
萌
奈
美
、

　
ア
ン
タ
本
当
す
ご
い
ね
！
」

萌
奈
美
「
（
首
を
振
っ
て
）
す
ご
く
な
い
。
全
部
、

　
シ
ン
・
イ
ケ
ナ
ガ
の
パ
ク
リ
」

真
優
美
「
そ
の
人
本
当
に
コ
コ
の
息
子
な
の
？
」

萌
奈
美
「
み
た
い
」

真
優
美
「
人
気
あ
ん
だ
ね
ー
」

萌
奈
美
「
そ
だ
ね
。
パ
リ
コ
レ
し
て
っ
か
ら
」

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
萌
奈
美
と
真
優
美
、
作
業
台
の
上
で
ワ
ン
ピ

　
　
　
ー
ス
を
畳
ん
で
梱
包
し
て
い
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
作
業
し
な
が
ら
、

萌
奈
美
「
マ
ユ
姉
、
次
フ
リ
マ
ア
プ
リ
に
出
す
時
も
、

　
ま
た
モ
デ
ル
や
っ
て
ね
」

真
優
美
「
（
少
し
淋
し
げ
に
微
笑
み
）…

…

う
ん
」

　
　
　
萌
奈
美
、
な
が
ら
、

萌
奈
美
「
（
作
業
し
な
が
ら
）
マ
ユ
姉
、
体
型
こ
の

　
ト
ル
ソ
ー
と
一
緒
だ
し
、
実
際
に
着
て
る
画
像
が
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あ
る
と
、
み
る
人
も
買
い
た
く
な
る
っ
し
ょ
」

真
優
美
「
そ
だ
ね…

…

」

　
　
　

○
同
・
店
前

　
　
　
店
内
の
灯
り
が
消
え
て
い
る
洋
装
店
。

　
　
　
萌
奈
美
、
玄
関
の
鍵
を
か
け
て
い
る
。

　
　
　
真
優
美
、
自
転
車
の
鍵
を
外
し
な
が
ら
、

真
優
美
「…

…

ね
え
萌
奈
美
、
ラ
ー
メ
ン
、
食
べ
て

　
帰
ろ
っ
か
？
」

萌
奈
美
「
い
い
ね
」

○
坂
道
　

　
　
　
下
り
坂
を
降
り
る
二
人
乗
り
の
自
転
車
。

　
　
　
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
る
真
優
美
。
　
　
　
　

　
　
　
荷
台
に
乗
っ
て
い
る
萌
奈
美
。

　
　
　
流
れ
る
港
の
夜
景
の
中
を
走
る
自
転
車
。

○
海
辺
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
・
ツ
イ
ン
ル
ー
ム
　
　
　

　
　
　
港
の
夜
景
が
一
望
で
き
る
大
き
な
窓
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
窓
辺
で
夜
景
を
眺
め
て
い
る
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飯
嶋
、
イ
ケ
ナ
ガ
を
後
ろ
か
ら
抱
き
し
め
る
。

飯
嶋
「
最
後
に
一
緒
に
来
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
ね
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

こ
っ
ち
こ
そ
」

飯
嶋
「
ず
っ
と
来
て
み
た
か
っ
た
ん
だ
。
シ
ン
さ
ん

　
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

淋
し
い
街
だ
ろ
」

飯
嶋
「
う
う
ん
。
素
敵
な
街
だ
っ
た
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
飯
嶋
の
腕
を
ほ
ど
き
向
き
直
る
。

　
　
　
飯
嶋
、
イ
ケ
ナ
ガ
を
抱
き
寄
せ
キ
ス
を
す
る
。

○
味
噌
ラ
ー
メ
ン
店
・
前

　
　
　
店
前
に
停
め
ら
れ
た
真
優
美
の
自
転
車
。

　
　
　
暖
簾
を
分
け
、
萌
奈
美
と
真
優
美
出
て
来
る
。

萌
奈
美
「
お
腹
い
っ
ぱ
い…

…

」

真
優
美
「
（
微
笑
）
あ
ん
た
、
ホ
ン
ト
そ
ん
な
ほ
っ

　
そ
い
体
に
よ
く
入
る
ね
ぇ…

…

」

　
　
　
萌
奈
美
、
自
転
車
に
向
か
っ
て
歩
き
な
が
ら
、

萌
奈
美
「
マ
ユ
姉
、
あ
ん
ま
食
べ
て
な
か
っ
た
ね
。

　
寄
っ
て
こ
っ
て
言
っ
た
く
せ
に
さ
」

　
　
　
真
優
美
、
歩
み
を
緩
め
、
立
ち
止
ま
る
。
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萌
奈
美
、
自
転
車
付
近
で
振
り
返
る
。

萌
奈
美
「
ど
う
し
た
の
？
　
早
く
帰
ろ
」
　

真
優
美
「…

…

あ
の
ね
、
萌
奈
美
」

萌
奈
美
「
？
」
　

真
優
美
「…

…
私
、
結
婚
す
る
」

萌
奈
美
「
！
」

　
　
　
萌
奈
美
、
真
優
美
を
睨
む
。
　

真
優
美
「
（
う
つ
む
い
て
）…

…
工
場
の
人
と…

…

　
そ
の
人
と
、
こ
の
町
出
よ
う
と
思
っ
て
て…
…

」

　
　
　
萌
奈
美
、
真
優
美
を
睨
む
目
に
力
が
こ
も
る
。

真
優
美
「
（
顔
を
上
げ
て
）
ご
め
ん…
…

」

　
　
　
顔
を
背
け
る
萌
奈
美
。

○
港
町
・
実
景
（
翌
日
、
朝
）

○
海
辺
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
・
ツ
イ
ン
ル
ー
ム
　
　
　

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
ベ
ッ
ド
で
静
か
に
目
覚
め
る
。

　
　
　
裸
の
体
を
ゆ
っ
く
り
と
起
こ
す
イ
ケ
ナ
ガ
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

　
　
　
部
屋
に
は
イ
ケ
ナ
ガ
一
人
だ
け
。
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○
同
・
フ
ロ
ン
ト
　

　
　
　
カ
ウ
ン
タ
ー
前
、
サ
ン
グ
ラ
ス
の
イ
ケ
ナ
ガ
。

　
　
　
カ
ウ
ン
タ
ー
奥
か
ら
来
る
従
業
員
女
性
。

従
業
員
女
性
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
本
日
よ
り
土

　
曜
ま
で
の
三
日
間
で
し
た
ら
、
ご
連
泊
可
能
で
す
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

じ
ゃ
あ
、
土
曜
ま
で
」

従
業
員
女
性
「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」
　

○
静
か
な
海
辺

　
　
　
ひ
と
り
歩
く
イ
ケ
ナ
ガ
。

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
ス
マ
ホ
で
通
話
す
る
イ
ケ
ナ
ガ
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

申
し
訳
な
い
。
週
明
け
に
は
、
ち

　
ゃ
ん
と
ア
ト
リ
エ
に
顔
を
出
す
か
ら…

…

」

　
　
　
　
　

○
寂
れ
た
商
店
街

　
　
　
と
ぼ
と
ぼ
歩
く
イ
ケ
ナ
ガ
。

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内
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作
業
場
、
萌
奈
美
、
シ
ー
チ
ン
グ
生
地
を
ト

　
　
　
ル
ソ
ー
に
あ
て
、
待
ち
針
を
刺
し
て
い
る
。

萌
奈
美
「
（
誤
っ
て
指
に
刺
し
）
！
」

　
　
　
萌
奈
美
、
指
し
た
指
を
咥
え
、
乱
暴
に
ト
ル

　
　
　
ソ
ー
か
ら
生
地
を
ひ
っ
ぺ
が
す
。

○
同
・
前

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
店
の
前
に
や
っ
て
来
る
。

○
同
・
内

　
　
　
ミ
シ
ン
の
音
が
響
い
て
い
る
。

　
　
　
玄
関
越
し
の
イ
ケ
ナ
ガ
、
扉
を
開
け
、
店
内

　
　
　
に
入
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
奥
に
視
線
を
向
け
て
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
？
」

　
　
　
作
業
場
の
萌
奈
美
、
ミ
シ
ン
に
集
中
し
て
い

　
　
　
て
、
イ
ケ
ナ
ガ
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
　

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
訝
し
げ
に
萌
奈
美
を
み
つ
め
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
ミ
シ
ン
作
業
が
一
旦
終
わ
る
。
と
、

　
　
　
店
内
の
イ
ケ
ナ
ガ
に
気
づ
い
て
、

萌
奈
美
「
！
」
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萌
奈
美
、
イ
ケ
ナ
ガ
に
目
を
丸
く
す
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

だ
れ
？
」
　

○
は
ま
な
す
の
丘
・
外
観
（
夕
）

　
　
　
海
辺
の
丘
に
あ
る
綺
麗
な
ケ
ア
ハ
ウ
ス
。

○
同
・
中
庭

　
　
　
手
入
れ
さ
れ
た
中
庭
。
職
員
に
付
き
添
わ
れ

　
　
　
た
老
人
達
が
の
ん
び
り
と
散
歩
し
て
い
る
。

　
　
　
ガ
ー
デ
ン
テ
ー
ブ
ル
に
向
か
い
合
う
眼
鏡
の

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
と
池
永
浩
子
（72

）
。

浩
子
「
い
い
と
こ
っ
し
ょ
ー
。
オ
メ
が
一
杯
金
送
っ

　
て
く
れ
た
か
ら
、
こ
ん
な
い
い
と
こ
入
れ
た
ん
さ
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

ど
し
て
連
絡
く
れ
な
い
の
？
」

浩
子
「
帰
っ
て
来
た
時
で
い
っ
か
な
ー
っ
て
思
っ
て
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

帰
っ
て
来
て
居
な
い
ん
じ
ゃ
ビ
ッ

　
ク
リ
す
る
っ
し
ょ
ぉ…

…

」

浩
子
「
わ
り
わ
り
。
で
も
オ
メ
も
い
つ
も
、
連
絡
せ

　
ず
突
然
帰
っ
て
来
る
か
ら
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
た
め
息
を
つ
く
。
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イ
ケ
ナ
ガ
「
で
、
あ
の
子
何
？
」

浩
子
「…

…

萌
奈
美
か
？
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
う
ん
」

浩
子
「
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
る
さ
ー
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
そ
う
い
う
こ
と
で
な
く
て
。
中
学
生
っ

　
し
ょ
。
中
学
生
一
人
に
店
任
せ
て
る
っ
て
、
ど
う

　
い
う
こ
と
？
」

浩
子
「
週
末
は
私
、
顔
出
し
て
る
さ
。
帳
簿
も
ち
ゃ

　
ん
と
み
て
る
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

あ
の
子
の
親
と
か
、
何
も
言
っ
て

　
こ
な
い
の
？
」

浩
子
「
萌
奈
美
は
森
の
子
園
の
子
だ
。
ほ
ら
、
児
童

　
施
設
の
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

施
設
？
」

浩
子
「
そ
だ
。
あ
の
子
の
親
は
ど
こ
い
る
か
分
か
ん

　
ね
。
あ
そ
こ
は
昔
か
ら
、
女
子
に
手
に
職
つ
け
る

　
っ
て
、
洋
裁
や
ら
せ
て
ん
だ
。
店
番
の
こ
と
は
園

　
に
も
話
し
て
る
。
金
も
、
あ
の
子
が
洋
裁
学
校
行

　
き
た
い
と
か
言
っ
た
時
に
で
も
、
使
っ
て
け
れ
っ

　
て
、
園
に
振
り
込
ん
で
る
か
ら
大
丈
夫
さ
あ
」
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イ
ケ
ナ
ガ
「
大
丈
夫
っ
て…

…

あ
の
子
、
昼
間
学
校

　
サ
ボ
っ
て
店
に
居
た
。
流
石
に
ま
ず
い
っ
し
ょ
」

　
　
　
浩
子
、
イ
ケ
ナ
ガ
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
て
、

浩
子
「…

…
じ
ゃ
あ
オ
メ
が
店
継
ぐ
か
？
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
目
を
そ
ら
す
。

　
　
　
浩
子
、
吹
き
出
し
す
。
笑
い
を
堪
え
な
が
ら
、

浩
子
「
ウ
ソ
ウ
ソ
。
明
後
日
、
私
店
行
く
か
ら
、
萌

　
奈
美
に
ち
ゃ
ん
と
学
校
は
行
け
っ
て
言
っ
と
く
さ
。

　
オ
メ
は
早
く
東
京
戻
れ
。
相
変
わ
ら
ず
忙
し
っ
し

　
ょ
？
　
こ
っ
ち
の
こ
と
は
こ
っ
ち
で
、
ど
ん
で
も

　
こ
ん
で
も
や
る
か
ら
さ
ぁ
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

　
　

○
寂
れ
た
商
店
街
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
昼
下
が
り
の
街
角
。

　
　
　
歩
い
て
い
る
サ
ン
グ
ラ
ス
の
萌
奈
美
。

朱
音
（
声
）
「
萌
奈
美
ー
！
」

　
　
　
萌
奈
美
、
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
返
る
。

　
　
　
後
か
ら
走
っ
て
く
る
岩
本
朱
音
（15

）
。
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朱
音
は
ス
カ
ー
ト
丈
が
短
い
制
服
姿
、
ウ
エ

　
　
　
ー
ブ
の
か
か
っ
た
茶
髪
で
ギ
ャ
ル
っ
ぽ
い
。

　
　
　
朱
音
、
萌
奈
美
に
追
い
つ
い
て
、

朱
音
「
今
か
ら
、
い
け
な
が
行
く
ん
し
ょ
？
」

萌
奈
美
「
う
ん
」

　
　
　
朱
音
、
自
分
の
ス
カ
ー
ト
を
指
し
て
、

朱
音
「
コ
レ
、
丈
伸
ば
し
て
！
　
明
日
か
ら
の
補
習

　
な
ん
だ
け
ど
、
制
服
ち
ゃ
ん
と
し
て
か
な
い
と
、

　
夏
休
み
ず
っ
と
補
習
だ
っ
て
言
わ
れ
て
さ
」

萌
奈
美
「…

…

い
い
け
ど
」

　
　
　
萌
奈
美
と
朱
音
、
並
ん
で
歩
き
な
が
ら
、

萌
奈
美
「…

…

で
も
そ
ん
く
ら
い
、
朱
音
ち
ん
、
自

　
分
で
出
来
る
っ
し
ょ
？
」

朱
音
「
無
理
。
も
う
ミ
シ
ン
、
使
い
方
忘
れ
た
」

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内

　
　
　
作
業
場
。
眼
鏡
を
掛
け
た
イ
ケ
ナ
ガ
、
散
ら

　
　
　
か
っ
た
作
業
台
の
を
片
付
け
、
モ
ナ
ミ
の
ミ

　
　
　
シ
ン
も
脇
に
ど
け
る
。

　
　
　
新
品
の
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
と
プ
リ
ン
タ
ー
の
複
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合
機
を
箱
か
ら
取
り
出
す
イ
ケ
ナ
ガ
。

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
前

　
　
　
萌
奈
美
と
朱
音
、
店
の
前
に
や
っ
て
来
る
。

朱
音
「
あ
と
リ
ボ
ン
も
ち
ょ
う
だ
い
。
北
高
の
」

　
　
　
萌
奈
美
、
鞄
か
ら
鍵
を
取
り
出
そ
う
と
し
て
、

　
　
　
中
に
人
が
い
る
の
に
気
づ
く
。

　
　
　
サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
す
萌
奈
美
。

朱
音
「…

…

ど
し
た
の
？
」

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内

　
　
　
萌
奈
美
、
玄
関
を
緊
張
気
味
に
開
け
る
。

　
　
　
作
業
場
の
イ
ケ
ナ
ガ
、
椅
子
に
座
っ
て
作
業

　
　
　
台
で
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
開
い
て
い
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
萌
奈
美
を
見
る
こ
と
な
く
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

萌
奈
美
「…

…

」

　
　
　
朱
音
、
萌
奈
美
の
後
ろ
か
ら
覗
き
込
ん
で
、

朱
音
「
（
小
声
で
）
だ
れ
こ
の
人
？
」

萌
奈
美
「…

…

婆
ち
ゃ
ん
の
、
息
子
さ
ん
」

28



朱
音
「
あ
、
そ
う
な
の
」

　
　
　
朱
音
、
ズ
カ
ズ
カ
と
店
内
に
入
っ
て
い
き
、

朱
音
「
お
じ
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
ミ
シ
ン
借
し
て
ね
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
手
が
止
ま
る
。

　
　
　
朱
音
、
店
内
の
ダ
サ
い
ジ
ャ
ー
ジ
を
取
っ
て
、

朱
音
「
あ
と
コ
レ
も
、
ち
ょ
っ
と
貸
し
て
」

　
　
　
朱
音
、
試
着
ブ
ー
ス
に
入
り
、
カ
ー
テ
ン
を

　
　
　
閉
め
ず
、
ス
カ
ー
ト
の
下
に
ジ
ャ
ー
ジ
を
穿

　
　
　
き
始
め
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
静
か
に
閉
じ
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
緊
張
気
味
に
突
っ
立
っ
て
い
る
。

萌
奈
美
「…

…

」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
萌
奈
美
に
向
か
っ
て
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
も
う
、
店
番
は
大
丈
夫
だ
か
ら
」

萌
奈
美
「
？
」

　
　
　
朱
音
、
イ
ケ
ナ
ガ
の
言
葉
に
反
応
し
、
試
着

　
　
　
ブ
ー
ス
か
ら
出
て
来
て
萌
奈
美
の
横
に
並
ぶ
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
し
ば
ら
く
僕
が
店
に
い
る
。
君
は
も
う

　
来
な
く
て
い
い
か
ら
」

　
　
　
萌
奈
美
、
呆
然
と
し
た
顔
。
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朱
音
、
小
声
で
萌
奈
美
の
耳
元
に
、

朱
音
「
オ
メ
、
店
の
金
く
す
ね
た
の
？
」

　
　
　
萌
奈
美
、
キ
ッ
と
な
っ
て
、
朱
音
を
殴
る
。

朱
音
「
イ
タ
ッ
」

　
　
　
萌
奈
美
、
イ
ケ
ナ
ガ
を
睨
ん
で
、

萌
奈
美
「
ど
し
て
で
す
か
？
婆
ち
ゃ
ん
が
そ
う
し
ろ

　
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
か
？
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

母
さ
ん
は
、
君
が
真
面
目
に
や
っ

　
て
く
れ
て
い
る
と
褒
め
て
い
た
よ
」

萌
奈
美
「
だ
っ
た
ら
ど
し
て
？
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

君
は
ま
だ
中
学
生
だ
。
卒
業
し
て
、

　
せ
め
て
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
来
な
さ
い
」

萌
奈
美
「
私
、
高
校
な
ん
て
行
か
な
い
で
す
。
中
学

　
出
た
ら
す
ぐ
働
く
ん
で
す
！
」

　
　
　
作
業
場
に
飛
び
込
む
萌
奈
美
、
脇
に
ど
け
ら

　
　
　
れ
た
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
が
視
界
に
入
る
。

萌
奈
美
「…

…

」

　
　
　
萌
奈
美
、
ラ
ッ
ク
に
か
か
っ
た
ワ
ン
ピ
ー
ス

　
　
　
を
取
っ
て
、
イ
ケ
ナ
ガ
に
突
き
つ
け
て
、

萌
奈
美
「
こ
れ
も
、
こ
れ
も
、
私
一
人
で
作
っ
た
ん
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で
す
！
　
も
っ
と
洋
裁
勉
強
し
て
、
色
ん
な
洋
服

　
作
り
た
い
ん
で
す
！
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

今
は
洋
裁
教
室
は
や
っ
て
い
な
い
」

萌
奈
美
「
店
番
も
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
ま
す
！
　
婆
ち

　
ゃ
ん
は
、
店
番
し
な
が
ら
服
作
っ
て
い
い
て
！
」

　
　
　
萌
奈
美
、
イ
ケ
ナ
ガ
を
強
く
睨
む
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

　
　
　
朱
音
、
カ
ウ
ン
タ
ー
越
に
頬
杖
を
つ
き
、

茜
「
お
じ
さ
ん
、
リ
ボ
ン
ち
ょ
う
だ
い
。
北
高
の
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
朱
音
に
視
線
を
送
り
、
立
ち
上

　
　
　
が
っ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
向
か
う
。
と
萌
奈
美
、

　
　
　
駆
け
出
し
て
イ
ケ
ナ
ガ
よ
り
早
く
カ
ウ
ン
タ

　
　
　
ー
に
向
か
い
、
床
に
転
が
っ
た
踏
み
台
を
使

　
　
　
っ
て
、
棚
の
上
部
に
あ
る
リ
ボ
ン
を
取
り
出

　
　
　
し
、
踏
み
台
を
飛
び
降
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
朱
音
に
リ
ボ
ン
を
差
し
出
す
。

萌
奈
美
「
（
鼻
息
荒
く
）
５
５
０
円
！
」
　

茜
「
わ
ー
あ
り
が
と
ー
（
お
ど
け
た
物
言
い
）
」

　
　
　
萌
奈
美
、
振
り
返
っ
て
イ
ケ
ナ
ガ
を
睨
む
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

（
小
さ
く
た
め
息
）
」
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朱
音
「
（
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
）
お
じ
さ
ー
ん
、
萌

　
奈
美
さ
コ
コ
置
い
た
げ
て
。
コ
イ
ツ
洋
裁
バ
カ
だ

　
か
ら
、
コ
コ
い
ら
れ
ね
く
な
っ
た
ら
、
イ
ラ
イ
ラ

　
し
て
ウ
チ
ら
に
八
つ
当
た
り
し
て
う
る
せ
え
か
ら
。

　
な
ん
か
縫
わ
せ
と
き
ゃ
静
か
だ
か
ら
さ
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
は
黙
っ
て
作
業
場
に
戻
り
ノ
ー
ト

　
　
　
Ｐ
Ｃ
を
開
く
。

　
　
　
萌
奈
美
と
茜
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

　
　
　
プ
リ
ン
タ
ー
か
ら
一
枚
の
デ
ザ
イ
ン
画
が
プ

　
　
　
リ
ン
ト
さ
れ
る
。
イ
ケ
ナ
ガ
、
そ
の
デ
ザ
イ

　
　
　
ン
画
を
持
っ
て
来
て
、
萌
奈
美
に
差
し
出
す
。

　
　
　
受
け
取
る
萌
奈
美
。
朱
音
も
カ
ウ
ン
タ
ー
越

　
　
　
し
に
覗
き
込
む
。

　
　
　
細
か
な
指
示
の
入
っ
た
、
独
特
な
シ
ル
エ
ッ

　
　
　
ト
の
真
っ
黒
な
ド
レ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
画
。

萌
奈
美
「
（
デ
ザ
イ
ン
画
を
み
つ
め
）…

…

」

イ
ケ
ナ
ガ
「
ミ
シ
ン
が
得
意
な
ら
、
コ
レ
を
一
週
間

　
で
作
れ
る
？
」

萌
奈
美
「
（
顔
を
あ
げ
て
）
！
」
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イ
ケ
ナ
ガ
「
（
作
業
台
に
戻
り
つ
つ
）
無
理
？
」

萌
奈
美
「
（
睨
ん
で
）…

…

作
れ
た
ら
、
こ
こ
で
店

　
番
し
て
い
い
で
す
か
？
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
あ
あ
。
た
だ
し
学
校
は
サ
ボ
ら
ず
行
く

　
事
。
学
校
が
終
わ
っ
て
か
ら
来
る
ん
だ
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
椅
子
に
腰
か
け
、
キ
ー
ボ
ー
ド

　
　
　
を
叩
き
始
め
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

あ
と
今
日
は
も
う
帰
っ
て
く
れ
な

　
い
か
な
。
仕
事
が
溜
ま
っ
て
い
る
か
ら
一
人
に
し

　
て
欲
し
い
。
明
日
か
ら
一
週
間
で
い
い
か
ら
」

萌
奈
美
「…

…

」

　
　
　

○
函
館
の
街
角

　
　
　
ス
カ
ー
ト
の
下
に
ジ
ャ
ー
ジ
を
穿
い
た
ま
ま

　
　
　
の
朱
音
、
デ
ザ
イ
ン
画
を
食
い
入
る
よ
う
に

　
　
　
み
つ
め
る
萌
奈
美
、
並
ん
で
歩
い
て
い
る
。
　
　

　
　
　
朱
音
、
デ
ザ
イ
ン
画
を
覗
き
つ
つ
、

朱
音
「
オ
メ
、
こ
ん
な
ん
作
れ
る
の
？
」
　

萌
奈
美
「…

…

分
か
ら
ん
さ
。
で
も
や
る
し
か
な
い
」

朱
音
「
コ
レ
、
あ
の
お
じ
さ
ん
描
い
た
の
？
」
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萌
奈
美
「
う
ん
。
あ
の
人
、
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
」

朱
音
「
そ
う
な
の
？
　
じ
ゃ
金
持
っ
て
ん
ね
。
援
助
、

　
お
願
い
し
て
み
っ
か
な
？
」

萌
奈
美
「
ゲ
イ
だ
よ
。
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
る
」

朱
音
「
え
ー
。
ざ
ん
ね
ん
（
俯
く
）
あ…

…

」

　
　
　
朱
音
、
立
ち
止
ま
る
。
萌
奈
美
も
止
ま
る
。

　
　
　
二
人
、
朱
音
が
ジ
ャ
ー
ジ
を
穿
い
た
ま
ま
な

　
　
　
の
に
気
づ
き
、
可
笑
し
そ
う
に
吹
き
出
す
。

萌
奈
美
「
（
笑
）
だ
さ
」

朱
音
「
（
笑
）
う
る
せ
。
ど
う
し
よ
？
」

萌
奈
美
「
園
に
あ
る
ミ
シ
ン
で
も
出
来
る
っ
し
ょ
」

　
　
　
萌
奈
美
、
歩
き
出
す
。
朱
音
、
追
い
か
け
て
、

茜
「
ア
ン
タ
、
今
日
も
ち
ゃ
ん
と
園
帰
る
の
？
　
マ

　
ユ
姉
と
、
ケ
ン
カ
で
も
し
た
？
」

萌
奈
美
「…
…

別
に
。
し
て
な
い
」

○
有
限
会
社
モ
イ
モ
イ
函
館
工
場
・
内

　
　
　
生
産
ラ
イ
ン
で
作
業
す
る
真
優
美
。

　
　
　
真
優
美
の
元
に
小
走
り
で
や
っ
て
来
る
正
岡
。

正
岡
「
ご
め
ん
。
遅
く
な
っ
た
。
代
ろ
」
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真
優
美
、
作
業
の
手
を
休
め
ず
、

真
優
美
「…

…

今
日
は
大
丈
夫
で
す
。
も
う
ち
ょ
っ

　
っ
と
で
終
わ
り
で
す
か
ら
、
最
後
ま
で
や
り
ま
す
」

正
岡
「
え
？
無
理
し
な
く
て
い
い
よ
。
上
が
っ
て
」

真
優
美
「
本
当
に
大
丈
夫
で
す
。
あ
、
残
業
代
も
、

　
大
丈
夫
な
ん
で
」

正
岡
「…

…

そ
う
」

　
　
　
淡
々
と
作
業
を
続
け
る
真
優
美
。

　
　
　
正
岡
、
真
優
美
を
心
配
そ
う
に
み
つ
め
る
。

○
森
の
子
園
・
学
習
室
・
内
（
夜
）

　
　
　
朱
音
、
お
ぼ
つ
か
な
い
手
つ
き
で
、
裾
を
出

　
　
　
し
た
ス
カ
ー
ト
を
ミ
シ
ン
で
縫
っ
て
い
る
。

朱
音
「
わ
っ
わ
っ
わ…
…

や
っ
ぱ
萌
奈
美
や
っ
て
」

　
　
　
朱
音
の
傍
、
萌
奈
美
、
無
視
し
て
立
体
裁
断

　
　
　
の
入
門
書
を
読
み
ふ
け
る
。

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
外
観
（
夜
）

　
　
　
店
内
の
灯
り
の
つ
い
た
洋
装
店
。
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○
同
・
内

　
　
　
作
業
台
、
イ
ケ
ナ
ガ
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
に
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
確
認
す
る
こ
と
は
、
以
上
か
な
？
」

　
　
　
Ｐ
Ｃ
画
面
、
ビ
デ
オ
通
話
、
シ
ン
・
イ
ケ
ナ

　
　
　
ガ
の
ス
タ
ッ
フ
女
性
。

ス
タ
ッ
フ
女
性
「
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
以
外
の
案
件

　
は
、
こ
ち
ら
で
進
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
進
め
て

　
お
き
ま
す
。
問
題
あ
り
そ
う
な
ら
連
絡
入
れ
ま
す
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
申
し
訳
な
い
。
母
の
調
子
が
落
ち
着
け

　
ば
、
す
ぐ
東
京
に
戻
る
か
ら
」

ス
タ
ッ
フ
女
性
「
ご
無
理
な
さ
ら
ず
。
こ
ち
ら
は
な

　
ん
と
か
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
は
、
お
母
様
の
側
に
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

あ
り
が
と
う
」

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
ラ
ッ
ク
の
萌
奈
美
が
作
っ
た
ワ

　
　
　
ン
ピ
ー
ス
を
手
に
取
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

　
　
　
ラ
ッ
ク
に
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
戻
し
、
作
業
場
の

　
　
　
引
き
戸
に
向
か
う
イ
ケ
ナ
ガ
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
引
き
戸
を
開
け
る
。

36



○
同
・
内
／
台
所
〜
応
接
間

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
引
き
戸
の
中
に
は
い
る
。
中
は

　
　
　
昭
和
の
風
情
の
台
所
と
隣
り
合
う
応
接
間
。

　
　
　
ど
ち
ら
も
整
理
さ
れ
、
ガ
ラ
ン
と
し
て
い
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
冷
蔵
庫
を
開
け
る
。

　
　
　
冷
蔵
庫
は
、
ほ
ぼ
空
っ
ぽ
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
冷
蔵
庫
を
閉
じ
、
流
し
で
水
道

　
　
　
の
蛇
口
を
ひ
ね
り
、
コ
ッ
プ
に
水
を
入
れ
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
応
接
間
に
向
か
い
、
ソ
フ
ァ
テ

　
　
　
ー
ブ
ル
に
コ
ッ
プ
を
置
き
、
こ
じ
ん
ま
り
と

　
　
　
し
た
ソ
フ
ァ
に
腰
を
ゆ
っ
く
り
お
ろ
す
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
。
眼
鏡
を
外
し
目
頭
を
押
さ
え
る
。

○
寂
れ
た
商
店
街
（
翌
日
、
朝
）

　
　
　
街
角
に
朝
陽
が
差
す
。

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内
／
台
所
〜
応
接
間

　
　
　
応
接
間
、
ソ
フ
ァ
で
横
に
な
り
眠
っ
て
い
る

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
。
開
き
戸
の
向
こ
う
の
作
業
場
か
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ら
ガ
サ
ガ
サ
と
物
音
が
す
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
う
っ
す
ら
と
目
を
開
け
て
、

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

？
」

　○
同
・
内

　
　
　
作
業
場
。
萌
奈
美
、
ト
ル
ソ
ー
に
ベ
ー
ジ
ュ

　
　
　
の
シ
ー
チ
ン
グ
生
地
を
あ
て
て
い
る
。

　
　
　
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
に
、
昔
の
パ
ン
ク
バ
ン
ド

　
　
　
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の
萌
奈
美
。

　
　
　
開
き
戸
を
開
け
る
イ
ケ
ナ
ガ
。

　
　
　
萌
奈
美
、
イ
ケ
ナ
ガ
を
ハ
ス
に
睨
む
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

学
校
は
？
」

萌
奈
美
「…

…

今
日
か
ら
学
校
、
夏
休
み
だ
か
ら
」

　
　
　
萌
奈
美
、
作
業
を
再
開
す
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…
…

（
唇
を
噛
む
）
」

○
寂
れ
た
商
店
街

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
買
い
物
袋
を
持
っ
て
歩
く
。

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内

38



　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
玄
関
の
開
け
中
に
入
る
。

　
　
　
作
業
場
の
萌
奈
美
、
ト
ル
ソ
ー
の
腰
元
に
仮

　
　
　
布
を
あ
て
て
い
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
立
ち
止
ま
っ
て
萌
奈
美
の
様
子

　
　
　
を
し
ば
し
眺
め
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
作
業
場
に
入
り
、
作
業
台
に
買

　
　
　
い
物
袋
を
置
き
な
が
ら
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
そ
れ
じ
ゃ
、
腰
の
ラ
イ
ン
は
う
ま
く
出

　
せ
な
い
よ
」

　
　
　
萌
奈
美
、
作
業
の
手
が
止
ま
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
作
業
台
の
シ
ー
チ
ン
グ
生
地
の

　
　
　
ロ
ー
ル
を
大
胆
に
出
し
て
カ
ッ
ト
す
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
萌
奈
美
と
代
わ
り
、
ト
ル
ソ
ー

　
　
　
の
胸
部
か
ら
腰
に
布
を
大
き
く
あ
て
て
い
く
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
な
る
べ
く
大
き
く
使
っ
て
、
自
然
な
ラ

　
イ
ン
が
出
る
よ
う
に
。
こ
こ
も
、
こ
こ
も
、
布
が

　
小
さ
過
ぎ
」

　
　
　
ト
ル
ソ
ー
の
肩
、
胸
元
を
指
す
イ
ケ
ナ
ガ
。

萌
奈
美
「…

…

」
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イ
ケ
ナ
ガ
、
生
地
を
萌
奈
美
に
渡
し
、
買
い

　
　
　
物
袋
を
再
び
持
ち
上
げ
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
朝
は
食
べ
た
？
」

　
　
　

○
同
・
内
／
台
所

　
　
　
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
で
向
か
い
合
い
、
ト

　
　
　
ー
ス
ト
を
か
じ
る
萌
奈
美
と
イ
ケ
ナ
ガ
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
珈
琲
を
飲
む
。

　
　
　
萌
奈
美
も
珈
琲
を
飲
む
。
が
、
苦
い
顔
。

○
同
・
内

　
　
　
萌
奈
美
、
シ
ー
チ
ン
グ
生
地
を
大
胆
に
カ
ッ

　
　
　
ト
し
て
、
し
っ
か
り
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
に
教
え
ら
れ
、
萌
奈
美
は
ト
ル
ソ

　
　
　
ー
に
大
き
く
仮
布
を
あ
て
て
い
く

　
　
　
×          

×          

×
　
　
　

　
　
　
仮
布
を
マ
チ
針
で
留
め
、
萌
奈
美
は
デ
ザ
イ

　
　
　
ン
画
を
み
な
が
ら
立
体
裁
断
し
て
い
く
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
萌
奈
美
が
カ
ッ
ト
し
た
布
を
メ

　
　
　
ジ
ャ
ー
を
使
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
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イ
ケ
ナ
ガ
「
短
す
ぎ
。
や
り
直
し
」

　
　
　
萌
奈
美
、
唇
を
噛
ん
で
、
ト
ル
ソ
ー
か
ら
仮

　
　
　
布
を
外
す
。

　
　
　
×          

×          

×
　

　
　
　
萌
奈
美
の
作
業
、
イ
ケ
ナ
ガ
の
指
導
、
そ
の

　
　
　
素
描
が
い
く
つ
か
繰
り
返
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　

○
同
・
前

　
　
　
タ
ク
シ
ー
が
一
台
、
店
の
前
に
や
っ
て
来
る
。

　
　
　
運
転
手
席
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
、
降
り
て
来
て
、

　
　
　
後
部
座
席
か
ら
降
り
る
浩
子
の
手
を
取
る
。

浩
子
「
あ
り
が
と
」

○
同
・
内

　
　
　
ト
ル
ソ
ー
の
仮
布
、
デ
ザ
イ
ン
画
の
ド
レ
ス

　
　
　
に
シ
ル
エ
ッ
ト
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

浩
子
（
声
）
「
た
だ
い
ま
」

　
　
　
ト
ル
ソ
ー
の
前
の
萌
奈
美
と
イ
ケ
ナ
ガ
、
玄

　
　
　
関
を
振
り
返
る
。
萌
奈
美
の
顔
、
ほ
こ
ろ
ぶ
。

　
　
　
玄
関
付
近
、
笑
顔
の
浩
子
。
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萌
奈
美
、
駆
け
寄
っ
て
、
浩
子
の
手
を
取
る
。

　
　
　
浩
子
、
萌
奈
美
と
共
に
作
業
場
に
入
る

浩
子
「
（
イ
ケ
ナ
ガ
を
み
て
）
な
ん
だ
オ
メ
。
ま
だ

　
居
た
の
？
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…
（
目
を
反
ら
す
）
」

浩
子
「
（
ト
ル
ソ
ー
を
み
て
）
ま
た
む
ん
ず
が
す
そ

　
う
な
服
作
っ
て
ぇ…

…

」

○
同
・
内
／
台
所

　
　
　
老
眼
鏡
を
掛
け
た
浩
子
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー

　
　
　
ブ
ル
で
帳
簿
を
開
き
、
開
け
放
た
れ
た
引
き

　
　
　
戸
の
向
こ
う
、
作
業
場
を
眺
め
て
い
る
。

○
同
・
内

　
　
　
作
業
場
の
萌
奈
美
、
ト
ル
ソ
ー
の
仮
布
に
ド

　
　
　
レ
ー
プ
を
作
っ
て
い
く
。
傍
で
イ
ケ
ナ
ガ
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
も
っ
と
大
き
く
」

　
　
　
二
人
越
し
の
台
所
の
浩
子
、
穏
や
か
な
笑
顔
。
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○
同
・
台
所
（
夕
）

　
　
　
浩
子
、
台
所
で
鍋
に
お
湯
を
沸
か
し
て
い
る
。

　
　
　
煮
立
っ
た
鍋
に
、
そ
う
め
ん
が
入
れ
ら
れ
る
。

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
そ
う
め
ん
を
食
べ

　
　
　
て
い
る
三
人
。
並
ん
で
座
る
イ
ケ
ナ
ガ
と
萌

　
　
　
奈
美
、
対
面
に
浩
子
。

　
　
　
浩
子
と
イ
ケ
ナ
ガ
、
ツ
ユ
に
少
し
だ
け
そ
う

　
　
　
め
ん
を
つ
け
、
ス
ル
っ
と
啜
る
。
　

　
　
　
萌
奈
美
、
ざ
る
の
そ
う
め
ん
を
、
ガ
バ
ッ
と

　
　
　
と
っ
て
ツ
ユ
に
入
れ
、
ズ
ル
っ
と
啜
る
。

○
同
・
前

　
　
　
停
車
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
。

　
　
　
萌
奈
美
に
支
え
ら
れ
、
後
部
シ
ー
ト
に
乗
り

　
　
　
込
む
浩
子
。
イ
ケ
ナ
ガ
、
運
転
手
と
見
守
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
本
当
に
一
緒
に
行
か
な
く
て
い
い
？
」

浩
子
「
大
丈
夫
だ
。
い
つ
も
一
人
で
来
て
、
一
人
で

　
帰
る
か
ら
」

　
　
　
浩
子
、
萌
奈
美
の
耳
元
で
、

43



浩
子
「
愉
し
い
か
？
」

萌
奈
美
「
（
力
強
い
笑
顔
で
）
う
ん
」

浩
子
「
（
微
笑
ん
で
）
ほ
ん
と
オ
メ
も
洋
裁
バ
カ
だ
」

○
函
館
の
街
（
日
替
わ
り
、
朝
）

　
　
　
萌
奈
美
、
活
き
活
き
と
し
た
表
情
で
走
る
。

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内

　
　
　
萌
奈
美
、
ミ
シ
ン
で
仮
布
を
縫
い
合
わ
せ
る
。

　
　
　
台
所
か
ら
引
き
戸
を
開
け
る
イ
ケ
ナ
ガ
。

　
　
　
萌
奈
美
、
作
業
の
手
を
止
め
る
。

萌
奈
美
「…

…

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

お
は
よ
う
」

萌
奈
美
「…

…

あ
の
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
？
」

　
　
　
萌
奈
美
、
リ
ュ
ッ
ク
か
ら
包
み
を
出
し
て
、

萌
奈
美
「…

…

お
に
ぎ
り
、
持
っ
て
来
ま
し
た
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

○
同
・
台
所
〜
応
接
間
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ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
で
向
か
い
合
う
萌
奈

　
　
　
美
と
イ
ケ
ナ
ガ
、
お
に
ぎ
り
を
頬
張
る
。

○
同
・
内

　
　
　
首
に
メ
ジ
ャ
ー
を
か
け
た
萌
奈
美
、
仮
布
で

　
　
　
組
ま
れ
た
ド
レ
ス
を
ト
ル
ソ
ー
に
着
せ
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

こ
こ
は
も
う
少
し
タ
イ
ト
に
。
逆

　
に
こ
っ
ち
は
、
も
っ
と
ゆ
っ
た
り
」

　
　
　
萌
奈
美
、
し
っ
か
り
頷
い
て
、
仮
布
を
マ
チ

　
　
　
針
で
留
め
、
チ
ャ
コ
ペ
ン
で
印
を
つ
け
る
。

　
　
　
　
　
　

○
駅
・
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
真
優
美
と
崇
、
並
ん
で
歩
い
て
い
る
。

　
　
　
崇
は
大
き
な
バ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
る
。

崇
「
（
立
ち
止
ま
っ
て
）
こ
こ
で
い
い
」

真
優
美
「…

…

ご
め
ん
。
一
緒
行
け
な
く
て
」

崇
「
（
首
を
振
る
）…

…

先
行
っ
て
、
待
っ
て
る
か

　
ら
。
早
く
辞
め
ろ
。
あ
ん
な
と
こ
」

真
優
美
「
（
頷
い
て
）…

…

本
当
あ
り
が
と
」
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崇
「…

…

俺
も
、
や
り
直
し
た
か
っ
た
か
ら
」

○
駅
付
近
・
歩
道

　
　
　
丈
の
長
い
ス
カ
ー
ト
の
朱
音
、
友
人
の
男
女

　
　
　
数
人
と
く
っ
ち
ゃ
べ
っ
て
歩
い
て
い
る
。

　
　
　
朱
音
、
ふ
と
駅
前
の
真
優
美
と
崇
に
気
づ
き
、

　
　
　
立
ち
止
ま
る
。
友
人
ら
も
立
ち
止
ま
り
、
Ｂ

　
　
　
ボ
ー
イ
風
の
男
の
子
、
崇
を
眺
め
、

男
の
子
「…

…

あ
れ
、
浜
田
さ
ん
だ
べ
。
朱
音
オ
メ
、

　
浜
田
さ
ん
知
っ
て
ん
の
？
」

朱
音
「
浜
田
？
　
知
ら
ん
。
あ
の
デ
カ
イ
ひ
と
？
」

男
の
子
「
そ
だ
。
あ
の
人
、
少
年
院
あ
が
り
さ
。
相

　
当
ヤ
バ
い
っ
て
。
俺
の
先
輩
ま
じ
ビ
ビ
っ
て
た
」

朱
音
「…

…

」

　
　
　
朱
音
か
ら
見
た
ロ
ー
タ
リ
ー
の
真
優
美
と
崇
。

　
　
　
崇
、
駅
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
く
。
　

　
　
　
真
優
美
、
立
ち
止
ま
っ
て
見
送
る
。

　
　
　
×          

×          

×
　
　
　

　
　
　
真
優
美
、
う
つ
む
き
気
味
に
歩
い
て
い
る
。

朱
音
（
声
）
「
マ
ユ
姉
」
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真
優
美
、
立
ち
止
ま
っ
て
顔
を
上
げ
る
。

　
　
　
朱
音
、
真
優
美
の
前
に
立
っ
て
い
る
。

真
優
美
「
朱
音…

…

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
朱
音
、
真
優
美
に
駆
け
寄
り
、

朱
音
「
（
辿
々
し
く
）
偶
然…

…

何
し
て
た
の
？
」

真
優
美
「
え
っ…

…
え
っ
と
、
買
い
物
し
て
た
」

朱
音
「…

…

あ
っ
そ…

…

」

　
　
　
二
人
の
間
、
ど
こ
か
よ
そ
よ
そ
し
い
空
気
。

　
　
　
真
優
美
、
朱
音
の
ス
カ
ー
ト
を
み
て
、

真
優
美
「…

…

ど
し
た
の
？
　
そ
の
ス
カ
ー
ト
」

朱
音
「
え
？
　…

…

あ
あ
、
ダ
サ
い
っ
し
ょ
。
補
習

　
の
間
は
、
ち
ゃ
ん
と
し
て
来
い
っ
て
言
わ
れ
て
」

真
優
美
「
（
微
笑
ん
で
）
い
い
感
じ
。
似
合
っ
て
る
」

朱
音
「
ウ
ソ
っ
し
ょ
ー
。
萌
奈
美
に
頼
ん
だ
の
に
、

　
や
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
自
分
で
や
っ
た
ん

　
さ
。
久
し
ぶ
り
に
ミ
シ
ン
触
っ
た
」

真
優
美
「
あ
、
今
か
ら
私
、
い
け
な
が
行
こ
う
と
思

　
っ
て
て
。
萌
奈
美
に
、
渡
す
も
の
が
あ
っ
て
」

朱
音
「…

…

あ
、
じ
ゃ
ぁ…

…

私
も
行
く
」

　
　
　
二
人
、
並
ん
で
歩
き
出
す
。
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真
優
美
「
萌
奈
美
、
ち
ゃ
ん
と
園
帰
っ
て
る
？
」

朱
音
「
多
分
。
毎
朝
、
い
け
な
が
に
行
っ
て
る
か
ら
。

　
あ
、
今
い
け
な
が
に
、
ゲ
イ
の
息
子
い
る
ん
だ
よ
」
　

○
い
け
な
が
洋
装
店

　
　
　
ト
ル
ソ
ー
に
着
せ
ら
れ
た
黒
い
ド
レ
ス
。

　
　
　
ド
レ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
画
と
見
比
べ
て
い
る
イ

　
　
　
ケ
ナ
ガ
。
そ
の
傍
ら
で
萌
奈
美
、
イ
ケ
ナ
ガ

　
　
　
の
様
子
を
伺
っ
て
い
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

デ
ザ
イ
ン
画
よ
り
　
胸
元
の
開
き

　
が
大
き
い
？
」

　
　
　
萌
奈
美
、
黙
っ
て
頷
く
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
わ
ざ
と
？
」

萌
奈
美
「…

…

こ
の
方
が
、
カ
ッ
コ
い
い
か
な
っ
て
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

（
萌
奈
美
を
み
る
）
」

　
　
　
萌
奈
美
、
目
を
反
ら
す
。

　
　
　
玄
関
か
ら
、
朱
音
、
真
優
美
、
入
っ
て
く
る
。

朱
音
「
こ
ん
ち
は
ー
」

　
　
　
萌
奈
美
、
イ
ケ
ナ
ガ
、
振
り
返
る
。

　
　
　
朱
音
、
ト
ル
ソ
ー
の
ド
レ
ス
を
み
て
、

朱
音
「
お
お
ー
す
ご
い
。
出
来
て
る
で
な
い
の
」
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真
優
美
、
萌
奈
美
を
み
つ
め
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
真
優
美
か
ら
目
を
逸
ら
す
。

　
　
　
朱
音
、
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
イ
ケ
ナ
ガ
に
、

朱
音
「
お
じ
さ
ん
ど
う
？
　
萌
奈
美
、
そ
こ
そ
こ
使

　
え
る
っ
し
ょ
？
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
朱
音
を
無
視
し
て
真
優
美
を
み

　
　
　
つ
め
る
。
真
優
美
、
視
線
に
気
づ
き
、
黙
っ

　
　
　
て
イ
ケ
ナ
ガ
に
頭
を
下
げ
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

彼
女
に
試
着
し
て
も
ら
お
う
」

萌
奈
美
「…

…

（
眉
間
に
シ
ワ
を
寄
せ
る
）
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
視
線
を
ト
ル
ソ
ー
に
移
し
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
彼
女
、
サ
イ
ズ
的
に
も
ち
ょ
う
ど
い
い
」

　
　
　
朱
音
と
真
優
美
、
き
ょ
と
ん
と
し
た
顔
。

　
　
　

○
同
・
内
／
台
所

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
ヤ
カ
ン
を
火
に
か
け
て
い
る
。

○
同
・
内

　
　
　
作
業
場
。
萌
奈
美
、
引
き
戸
の
手
前
に
取
り

　
　
　
付
け
ら
れ
た
レ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
。

49



　
　
　
朱
音
、
カ
ウ
ン
タ
ー
側
に
取
り
付
け
ら
れ
た

　
　
　
レ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を
引
っ
ぱ
っ
て
、

朱
音
「
（
萌
奈
美
に
）
こ
れ
？
」

萌
奈
美
「
そ
」

　
　
　
窓
に
は
オ
レ
ン
ジ
の
カ
ー
テ
ン
が
閉
め
ら
れ
、

　
　
　
作
業
場
内
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
。

　
　
　
真
優
美
、
ト
ル
ソ
ー
の
ド
レ
ス
を
眺
め
、

真
優
美
「
（
眉
を
寄
せ
）…

…

こ
れ
、
ブ
ラ
外
さ
な

　
　
く
ち
ゃ
着
れ
な
い
よ
」

　
　
　

○
同
・
内
／
台
所

　
　
　
珈
琲
の
ド
リ
ッ
パ
ー
を
準
備
す
る
イ
ケ
ナ
ガ
。

朱
音
（
声
）
「
大
丈
夫
っ
し
ょ
。
あ
の
お
じ
さ
ん
、

　
ゲ
イ
だ
か
ら
」
　
　

イ
ケ
ナ
ガ
「…
…

」
　

真
優
美
（
声
）
「
で
も…

…

」

朱
音
（
声
）
「
あ
、
私
ヌ
ー
ブ
ラ
カ
バ
ン
に
あ
る
」
　
　

　
　
　
　
　
　

○
同
・
内

　
　
　
萌
奈
美
、
真
優
美
に
着
せ
た
黒
い
ド
レ
ス
を
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調
整
し
て
い
く
。

　
　
　
朱
音
、
床
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
、

朱
音
「
（
二
人
を
眺
め
な
が
ら
）
マ
ユ
姉
、
カ
ッ
コ

　
い
い
。
萌
奈
美
、
私
に
も
、
今
度
な
ん
か
作
っ
て
」

　
　
　
真
優
美
、
萌
奈
美
に
小
さ
な
声
で
、
　
　
　

真
優
美
「…

…

す
ご
い
ね
萌
奈
美
。
こ
ん
な
の
ま
で

　
作
れ
る
よ
う
な
っ
て
さ
」

萌
奈
美
「…

…

私
は
す
ご
く
な
い
。
あ
の
人
が
す
ご

　
い
ん
だ
」

真
優
美
「
ア
ン
タ
も
す
ご
い
よ
」

萌
奈
美
「…

…

」

　
　
　
萌
奈
美
、
ウ
エ
ス
ト
部
分
を
調
整
す
る
。

萌
奈
美
「…

…

ち
ょ
っ
と
太
っ
た
？
」

真
優
美
「
え
、
そ
う
？
　…

…

や
だ
ぁ…

…

」

　○
同
・
内
／
台
所
〜
応
接
間
　
　
　

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
で
珈
琲

　
　
　
を
飲
ん
で
い
る
。

　
　
　
レ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
の
開
く
音
。
　

　
　
　
引
き
戸
を
開
け
る
萌
奈
美
。
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萌
奈
美
「…

…

出
来
ま
し
た
」

○
同
・
内

　
　
　
作
業
場
。
朱
音
、
真
優
美
に
手
を
出
し
て
、

朱
音
「
眼
鏡
」

真
優
美
「
え
？
　…

…
あ
あ
」

　
　
　
真
優
美
、
眼
鏡
を
外
し
て
朱
音
に
渡
す
。

　
　
　
朱
音
、
お
ど
け
た
調
子
で
眼
鏡
を
掛
け
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
作
業
場
に
入
り
、
窓
の
カ
ー
テ

　
　
　
ン
を
開
け
て
い
く
。
萌
奈
美
も
開
け
る
。

　
　
　
作
業
場
に
陽
の
光
が
差
し
込
む
。

　
　
　
恥
ず
か
し
そ
う
に
立
っ
て
い
る
黒
い
ド
レ
ス

　
　
　
の
真
優
美
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
真
優
美
を
正
面
か
ら
み
つ
め
、

　
　
　
萌
奈
美
を
手
招
き
す
る
。
萌
奈
美
が
来
る
と
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
こ
こ
か
ら
動
か
な
い
で
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
真
優
美
の
背
後
に
ま
わ
り
つ
つ
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
（
朱
音
に
）
さ
っ
き
君
達
が
話
し
て
い

　
た
通
り
、
僕
は
ゲ
イ
で
す
」

　
　
　
朱
音
、
と
ぼ
け
た
顔
で
眼
鏡
を
直
す
。
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イ
ケ
ナ
ガ
「
（
背
後
か
ら
真
優
美
に
）
体
に
触
れ
て

　
も
問
題
な
い
か
な
？
」

　
　
　
真
優
美
、
緊
張
気
味
に
頷
く
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
失
礼
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
真
優
美
の
背
中
の
布
を
肩
口
か

　
　
　
ら
腰
元
ま
で
詰
め
て
い
く
。

真
優
美
「…

…

（
少
し
苦
し
そ
う
）
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

　
　
　
真
優
美
を
正
面
か
ら
み
て
い
る
萌
奈
美
。

萌
奈
美
「…

…

（
神
妙
な
顔
）
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
萌
奈
美
の
隣
に
戻
っ
て
来
る
。

　
　
　
真
優
美
の
ド
レ
ス
の
胸
元
の
開
き
が
小
さ
く

　
　
　
な
っ
て
い
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
（
萌
奈
美
）
こ
れ
が
お
そ
ら
く
デ
ザ
イ

　
ン
画
通
り
。
さ
っ
き
の
方
が
い
い
か
い
？
」

　
　
　
萌
奈
美
、
う
つ
む
い
て
、

萌
奈
美
「…

…

こ
っ
ち
の
方
が
、
い
い
で
す
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
じ
ゃ
あ
こ
れ
で
仕
上
げ
て
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
台
所
に
入
っ
て
行
く
。
レ
ー
ル

　
　
　
カ
ー
テ
ン
を
引
き
、
引
き
戸
を
閉
め
る
。
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萌
奈
美
、
黙
っ
て
俯
い
て
い
る
。

　
　
　
鼻
眼
鏡
の
朱
音
、
真
優
美
も
無
言
。
　

　
　
　
×          

×          

×
　
　
　

　
　
　
自
分
の
洋
服
を
着
る
真
優
美
、
顔
が
白
い
。

　
　
　
真
優
美
、
作
業
台
の
萌
奈
美
に
、

真
優
美
「…

…

萌
奈
美
、
ち
ょ
っ
と
、
お
手
洗
い
借

　
り
て
い
い
？
」

萌
奈
美
「…

…

う
ん
」

　
　
　
真
優
美
、
心
な
し
か
焦
っ
っ
た
様
子
で
、
レ

　
　
　
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を
開
け
、
引
き
戸
を
開
け
る
。

○
同
・
内
／
台
所
〜
応
接
間
　

　
　
　
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
イ
ケ
ナ
ガ
、
引
き

　
　
　
戸
を
開
け
た
真
優
美
と
目
が
あ
う
。

　
　
　
真
優
美
、
サ
ッ
と
頭
を
下
げ
、
引
き
戸
を
開

　
　
　
け
た
ま
ま
、
台
所
を
横
切
っ
て
廊
下
に
出
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

○
同
・
内

　
　
　
作
業
場
の
萌
奈
美
と
朱
音
。
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萌
奈
美
・
朱
音
「
（
台
所
を
み
つ
め
）…

…

」

　
　
　
台
所
の
イ
ケ
ナ
ガ
、
引
き
戸
を
閉
め
る
。

　
　
　
萌
奈
美
と
朱
音
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

○
同
・
台
所
〜
応
接
間
　

　
　
　
真
優
美
、
廊
下
か
ら
戻
っ
て
く
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
流
し
で
洗
い
物
を
し
て
い
る
。

真
優
美
「…

…

」

　
　
　
真
優
美
、
静
か
に
出
て
い
こ
う
と
す
る
と
、

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
蛇
口
を
止
め
て
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
病
院
に
行
っ
た
方
が
い
い
」

　
　
　
真
優
美
、
立
ち
止
ま
る
。

○
同
・
内

　
　
　
引
き
戸
に
き
き
耳
を
た
て
る
萌
奈
美
と
朱
音
。

　
　
　
朱
音
、
動
揺
し
、
物
音
を
立
て
る
。

　
　
　
人
差
し
指
を
立
て
る
萌
奈
美
。

○
同
・
台
所
〜
応
接
間

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
真
優
美
に
振
り
返
っ
て
、
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イ
ケ
ナ
ガ
「
お
そ
ら
く
君
は
妊
娠
し
て
る
」

○
同
・
内

　
　
　
引
き
戸
の
萌
奈
美
と
朱
音
。

朱
音
「
！
」

萌
奈
美
「…

…

」

○
同
・
台
所
〜
応
接
間

　
　
　
真
優
美
、
俯
い
て
、

真
優
美
「…

…

分
か
っ
て
ま
す
。
病
院
も
、
行
っ
て

　
ま
す
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
そ
う
。
な
ら
、
よ
か
っ
た
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
流
し
に
向
き
直
る
。

真
優
美
「…

…

」

　
　
　
真
優
美
、
引
き
戸
に
向
か
い
、
戸
を
開
け
る
。

　
　
　
と
、
目
の
前
に
、
萌
奈
美
と
朱
音
。

真
優
美
「…

…

」

　
　
　
朱
音
、
心
配
そ
う
な
顔
で
、
　

朱
音
「
マ
ユ
姉…

…

」

イ
ケ
ナ
ガ
「
！
」

56



　
　
　
流
し
の
イ
ケ
ナ
ガ
、
朱
音
の
声
に
反
応
し
、

　
　
　
思
わ
ず
真
優
美
に
視
線
を
向
け
、

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

（
し
ま
っ
た…

…

的
な
顔
）
」

　
　
　
萌
奈
美
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
、

萌
奈
美
「
（
朱
音
に
）
別
に
い
い
さ
」

　
　
　
萌
奈
美
、
作
業
台
に
向
か
い
な
が
ら
、

萌
奈
美
「
マ
ユ
姉
、
結
婚
す
る
ん
だ
か
ら
」

朱
音
「
え
？
」

萌
奈
美
「
出
来
婚
て
こ
と
さ
」

　
　
　
萌
奈
美
、
作
業
台
で
、
黒
い
ド
レ
ス
を
乱
暴

　
　
　
に
裏
返
す
。

朱
音
「
（
真
優
美
に
）
そ
う
な
の
？
」

　
　
　
真
優
美
、
黙
っ
て
右
手
を
朱
音
に
差
し
出
す
。

　
　
　
朱
音
、
気
づ
い
た
よ
う
に
眼
鏡
を
渡
す
。

　
　
　
真
優
美
、
眼
鏡
を
掛
け
な
が
ら
、
　
　
　

真
優
美
「…

…

う
ん
。
朱
音
に
も
、
園
の
人
達
に
も
、

　
ち
ゃ
ん
と
言
お
う
と
思
っ
て
た
と
こ
だ
っ
た
」

　
　
　
真
優
美
、
朱
音
に
静
か
に
微
笑
ん
で
、

真
優
美
「
ご
め
ん
ね
」

朱
音
「…

…

う
う
ん
」
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ぎ
こ
ち
な
く
微
笑
む
朱
音
。

　
　
　
萌
奈
美
、
作
業
台
で
ド
レ
ス
を
荒
い
手
つ
き

　
　
　
で
ほ
ど
い
て
い
る
。

　
　
　
真
優
美
、
作
業
場
に
置
い
て
あ
る
自
分
の
カ

　
　
　
バ
ン
に
向
か
い
、
封
筒
を
取
り
出
し
て
萌
奈

　
　
　
美
に
差
し
出
し
て
、

真
優
美
「…

…

は
い
。
こ
な
い
だ
の
ド
レ
ス
の
お
金
」

萌
奈
美
「…

…

い
い
よ
」

真
優
美
「
？
」

　
　
　
萌
奈
美
、
乱
暴
に
作
業
し
な
が
ら
、

萌
奈
美
「
あ
げ
る
。
マ
ユ
姉
の
と
こ
、
散
々
居
さ
せ

　
て
も
ら
っ
た
か
ら
。
部
屋
代
だ
」

真
優
美
「…

…

」

○
寂
れ
た
商
店
街

　
　
　
息
を
切
ら
し
走
る
イ
ケ
ナ
ガ
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
あ
の
！
」
　
　
　

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
の
前
方
を
歩
く
真
優
美
。

　
　
　
真
優
美
、
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
返
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
真
優
美
を
追
い
つ
い
て
、
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イ
ケ
ナ
ガ
「
申
し
訳
な
か
っ
た
（
息
を
切
ら
し
て
）
」

真
優
美
「…

…

い
え
。
そ
の
う
ち
話
す
つ
も
り
だ
っ

　
た
ん
で
、
こ
っ
ち
こ
そ
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
　
　
真
優
美
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
頭
を
下
げ
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
息
を
整
え
て
か
ら
、

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

お
め
で
と
う
」

真
優
美
「
（
顔
を
あ
げ
て
）
？
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
結
婚
。
そ
れ
に
、
子
供
も
」

真
優
美
「…

…

」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

　
　
　
微
妙
な
間
。

真
優
美
「…

…

あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
す

　
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
、
初
め
て
言
わ
れ
た
ん

　
で…

…

ち
ょ
っ
と
、
び
っ
く
り
し
て
」

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内

　
　
　
作
業
台
、
萌
奈
美
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
で
ド

　
　
　
レ
ス
を
縫
い
直
す
。

　
　
　
朱
音
、
床
に
ダ
ラ
ッ
と
座
っ
て
い
る
。

朱
音
「…

…

だ
か
ら
オ
メ
、
い
じ
け
て
マ
ユ
姉
の
と
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こ
、
帰
ら
ね
え
ん
だ
な
」

　
　
　
萌
奈
美
、
作
業
し
な
が
ら
、

萌
奈
美
「
い
じ
け
て
な
い
。
だ
っ
て
邪
魔
っ
し
ょ
私

　
居
た
ら
。
結
婚
す
る
な
ら
」

朱
音
「
そ
う
い
う
の
、
い
じ
け
て
る
っ
て
言
う
ん
だ
」

萌
奈
美
「…

…

」

　
　
　
萌
奈
美
、
眉
を
釣
り
上
げ
、
ミ
シ
ン
で
ド
レ

　
　
　
ス
を
縫
っ
て
い
く
。

　
　
　
朱
音
、
床
に
転
が
っ
て
い
た
指
貫
を
拾
っ
て
、

　
　
　
も
て
遊
ぶ
。

　
　
　
玄
関
か
ら
イ
ケ
ナ
ガ
、
戻
っ
て
く
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
朱
音
、
イ
ケ
ナ
ガ
に
気
づ
か
な
い
。

　
　
　
朱
音
、
指
貫
を
左
手
の
薬
指
に
は
め
な
が
ら
、

朱
音
「…

…

マ
ユ
姉
の
結
婚
す
る
人
、
少
年
院
あ
が

　
り
な
ん
だ
っ
て
。
今
で
も
か
な
り
怖
い
人
っ
ぽ
い
」

　
　
　
萌
奈
美
、
朱
音
に
振
り
返
る
。

　
　
　
店
内
の
イ
ケ
ナ
ガ
も
立
ち
止
ま
る
。

　
　
　
朱
音
、
薬
指
の
指
貫
を
眺
め
な
が
ら
、

朱
音
「
施
設
育
ち
と
、
少
年
院
あ
が
り
が
結
婚
し
て
、

　
幸
せ
に
な
れ
る
の
か
な…

…

」
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萌
奈
美
「…

…

」

○
同
・
前
（
夜
）

　
　
　
店
内
の
灯
り
が
つ
い
た
洋
装
店
。

○
同
・
内

　
　
　
ト
ル
ソ
ー
に
着
せ
ら
れ
た
黒
い
ド
レ
ス
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
作
業
台
で
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
開
い

　
　
　
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
女
性
（
声
）
「
え
？
　
そ
っ
ち
で
サ
ン
プ

　
ル
作
っ
た
ん
で
す
か
？
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
あ
あ
」

　
　
　
Ｐ
Ｃ
画
面
、
ビ
デ
オ
通
話
、
ス
タ
ッ
フ
女
性
、

ス
タ
ッ
フ
女
性
「
誰
か
パ
タ
ン
ナ
ー
、
居
た
ん
で
す

　
か
？
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

ま
あ
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
立
ち
上
が
っ
て
、
ト
ル
ソ
ー
の

　
　
　
ド
レ
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
明
日
そ
っ
ち
に
送
る
か
ら
、
縫
製
に
回

　
す
最
終
調
整
を
、
ま
た
リ
モ
ー
ト
で
出
来
る
と
」
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ス
タ
ッ
フ
女
性
「
了
解
で
す
。
で
も
優
秀
な
方
で
す

　
ね
。
一
週
間
で
、
イ
ケ
ナ
ガ
さ
ん
が
オ
ッ
ケ
ー
出
　

　
す
サ
ン
プ
ル
仕
上
げ
る
な
ん
て
」
　

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
ド
レ
ス
の
縫
い
目
を
み
つ
つ
、

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…
仕
事
は
荒
い
よ
」
　

○
森
の
子
園
・
中
庭

　
　
　
鈴
虫
の
鳴
く
音
。
緑
が
伸
び
放
題
の
広
い
庭
。

　
　
　
庭
の
脇
、
建
物
沿
い
に
置
か
れ
た
ベ
ン
チ
、

　
　
　
風
呂
上
が
り
の
萌
奈
美
、
ア
イ
ス
を
頬
張
る
。

　
　
　
ぼ
ん
や
り
す
る
萌
奈
美
。

　
　
　
濡
れ
髪
の
朱
音
、
ベ
ン
チ
に
歩
い
て
く
る
。

朱
音
「
や
っ
ぱ
こ
こ
さ
居
た
」

　
　
　
朱
音
、
萌
奈
美
の
隣
に
座
る
。

朱
音
「
こ
れ
」

　
　
　
萌
奈
美
に
指
貫
を
差
し
出
す
朱
音
。

朱
音
「
風
呂
場
で
石
鹸
つ
け
た
ら
、
や
っ
と
取
れ
た
」

　
　
　
萌
奈
美
、
指
貫
を
受
け
取
る
。

　
　
　
朱
音
、
タ
オ
ル
で
頭
を
拭
き
な
が
ら
、

朱
音
「
萌
奈
美
、
マ
ユ
姉
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
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作
っ
て
」

萌
奈
美
「
？
」

朱
音
「
先
生
達
に
、
マ
ユ
姉
結
婚
す
る
こ
と
話
し
た

　
ら
、
園
で
結
婚
パ
ー
テ
ィ
ー
や
っ
た
げ
よ
っ
て
」

萌
奈
美
「…

…
」

朱
音
「
あ
、
少
年
院
あ
が
り
の
人
と
っ
て
は
言
っ
て

　
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
内
緒
に
し
と
い
て
。
よ
く
考

　
え
た
ら
、
私
だ
っ
て
、
施
設
育
ち
っ
て
言
い
ふ
ら

　
さ
れ
た
ら
嫌
だ
し
さ
。
一
口
ち
ょ
う
だ
い
」

　
　
　
萌
奈
美
、
朱
音
に
ア
イ
ス
を
渡
す
。

　
　
　
朱
音
、
ア
イ
ス
を
齧
っ
て
、

朱
音
「…

…

私
、
昼
間
、
つ
い
心
配
に
な
っ
て
、
マ

　
ユ
姉
に
、
お
め
で
と
う
っ
て
言
え
な
か
っ
た
。
私

　
が
マ
ユ
姉
だ
っ
た
ら
さ
、
先
ず
は
お
め
で
と
う
っ

　
て
言
っ
て
も
ら
い
た
い
よ
ね
」

　
　
　
朱
音
、
萌
奈
美
に
ア
イ
ス
を
差
し
出
し
て
、

朱
音
「
オ
メ
も
ど
う
せ
、
お
め
で
と
う
っ
て
、
ま
だ

　
言
っ
て
な
い
っ
し
ょ
？
」

萌
奈
美
「…

…

」

　
　
　
萌
奈
美
、
朱
音
か
ら
ア
イ
ス
を
受
け
取
る
。
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朱
音
「
ち
ゃ
ん
と
言
っ
た
げ
よ
。
み
ん
な
で
さ
」

　
　
　
萌
奈
美
、
指
貫
を
み
つ
め
る
。
　
　

　
　
　

○
は
ま
な
す
の
丘
・
ロ
ビ
ー
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
玄
関
の
自
動
扉
、
イ
ケ
ナ
ガ
、
入
っ
て
く
る
。

　
　
　
職
員
達
に
頭
を
下
げ
る
イ
ケ
ナ
ガ
。

○
同
・
浩
子
の
部
屋
。

　
　
　
入
り
口
の
ド
ア
を
開
け
る
イ
ケ
ナ
ガ
。

　
　
　
窓
辺
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ベ
ッ
ド
の
浩
子
。

浩
子
「
お
。
わ
り
い
な
」

　
　
　

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内

　
　
　
作
業
台
、
萌
奈
美
、
結
婚
雑
誌
を
参
考
に
、

　
　
　
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
画
を
描
い
て
い
る
。

萌
奈
美
「…

…

（
不
満
げ
な
顔
）
」

　
　
　
手
が
止
ま
る
萌
奈
美
、
描
き
か
け
の
デ
ザ
イ

　
　
　
ン
画
を
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
に
丸
め
る
。

　
　
　
カ
ウ
ン
タ
ー
、
客
の
老
婦
人
、

老
婦
人
「
あ
の
」
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萌
奈
美
、
立
ち
上
が
っ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
。

老
婦
人
「
こ
れ
、
丈
詰
め
て
く
れ
る
？
」

　
　
　
老
婦
人
、
紳
士
用
の
ズ
ボ
ン
を
差
し
出
す
。
　

○
は
ま
な
す
の
丘
・
浩
子
の
部
屋

　
　
　
浩
子
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ベ
ッ
ト
の
テ
ー
ブ

　
　
　
ル
で
、
店
の
帳
簿
を
確
認
し
な
が
ら
、

浩
子
「…

…

萌
奈
美
、
店
置
い
て
く
れ
て
ん
の
か
」

　
　
　
浩
子
の
傍
ら
、
お
茶
を
飲
む
イ
ケ
ナ
ガ
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

ま
ぁ
今
は
、
夏
休
み
だ
か
ら
」

　
　
　
浩
子
、
微
笑
む
。

浩
子
「…

…

あ
の
子
、
い
つ
も
モ
ナ
ミ
の
古
い
ミ
シ

　
ン
使
っ
て
る
っ
し
ょ
？
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

あ
あ
」

浩
子
「
オ
メ
が
初
め
て
使
っ
た
ミ
シ
ン
だ
な
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

そ
う
だ
っ
た
？
」

浩
子
「
そ
う
さ
。
だ
っ
て
、
ア
レ
、
昔
オ
メ
の
為
に

　
買
っ
た
ミ
シ
ン
だ
も
ん
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

　
　
　
浩
子
、
帳
簿
を
閉
じ
て
、
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浩
子
「…

…

三
年
前
、
も
う
店
畳
む
つ
も
り
で
、
店

　
の
道
具
、
処
分
し
よ
う
と
し
た
ん
だ
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
浩
子
を
み
る
。

　
　
　
浩
子
、
老
眼
鏡
を
外
し
な
が
ら
、

浩
子
「
売
れ
る
も
ん
は
売
ろ
う
と
し
て
、
売
れ
ね
え

　
だ
ろ
う
っ
て
も
ん
は
、
森
の
子
園
に
寄
付
し
た
ん

　
だ
。
あ
の
ミ
シ
ン
も
寄
付
し
た
。
そ
し
て
ら
、
そ

　
れ
を
抱
え
て
、
あ
の
子
が
洋
裁
教
え
て
く
れ
っ
て

　
店
に
来
た
ん
だ
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

浩
子
「
親
に
捨
て
ら
れ
た
子
が
、
私
が
捨
て
た
ミ
シ

　
ン
を
持
っ
て
来
た
。
名
前
聞
い
た
ら
、
萌
奈
美
っ

　
て
い
う
し
さ
。
も
う
洋
裁
教
室
な
ん
て
、
来
る
ヤ

　
ツ
い
ね
え
か
ら
、
ず
っ
と
や
っ
て
な
か
っ
た
ん
だ

　
け
ど
な…
…

」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
何
と
な
く
お
茶
に
口
を
つ
け
る
。

　
　
　
浩
子
、
イ
ケ
ナ
ガ
に
視
線
を
移
し
て
、

浩
子
「…

…

店
、
冬
に
は
閉
め
る
か
ら
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
え
？
」

浩
子
「
オ
メ
に
い
つ
ま
で
も
こ
っ
ち
に
居
て
も
ら
う
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訳
に
も
い
か
ね
え
し
、
萌
奈
美
に
教
え
ら
れ
る
こ

　
と
は
、
も
う
全
部
教
え
た
し…

…

」

　
　
　
朗
ら
か
に
、
ど
こ
か
淋
し
げ
に
微
笑
む
浩
子
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…
」

○
有
限
会
社
モ
イ
モ
イ
函
館
工
場
・
駐
車
場

　
　
　
駐
車
場
の
片
隅
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴
り

　
　
　
合
う
小
学
生
ぐ
ら
い
の
二
人
の
少
年
。

　
　
　
駐
車
場
脇
の
ベ
ン
チ
、
休
憩
し
て
い
る
パ
ー

　
　
　
ト
女
性
達
。
端
の
方
で
立
っ
て
い
る
真
優
美
。

　
　
　
真
優
美
、
少
年
達
を
み
つ
め
て
い
る
。

　
　
　
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
、
女
性
達
の
元
に
転
が
っ

　
　
　
て
来
る
。
女
性
達
の
誰
か
、
蹴
り
返
す
。
　

　
　
　
パ
ー
ト
女
性
Ａ
、
煙
草
を
吸
い
な
が
ら
、

パ
ー
ト
女
性
Ａ
「
社
長
の
子
ら
か
？
」

パ
ー
ト
女
性
Ｂ
「
そ
だ
」

パ
ー
ト
女
性
Ａ
「
で
か
く
な
っ
た
な
あ
」

　
　
　
業
務
の
フ
ァ
イ
ル
を
抱
え
た
正
岡
、
少
年
達

　
　
　
の
元
へ
向
か
っ
て
い
く
。
　
　
　

正
岡
「
こ
ら
！
オ
メ
ら
、
サ
ッ
カ
ー
は
駐
車
場
で
や
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る
な
っ
て
言
っ
た
ろ
！
」

　
　
　
正
岡
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
取
り
上
げ
る
。

　
　
　
少
年
達
、
正
岡
に
叱
ら
れ
る
。

　
　
　
正
岡
と
少
年
達
を
眺
め
て
い
る
真
優
美
。

○
イ
ケ
ナ
ガ
洋
装
店
・
内
（
夜
）

　
　
　
作
業
台
、
萌
奈
美
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
で
ズ

　
　
　
ボ
ン
の
裾
を
縫
っ
て
い
る
。
傍
に
、
ウ
ェ
デ

　
　
　
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
描
き
か
け
の
デ
ザ
イ
ン
画
。

　
　
　
長
机
、
イ
ケ
ナ
ガ
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
開
き
、

　
　
　
キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
き
つ
つ
、

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

ど
う
し
て
そ
の
ミ
シ
ン
ば
っ
か
り

　
使
っ
て
る
だ
い
？
」
　
　
　

　
　
　
萌
奈
美
、
作
業
の
手
が
止
ま
る
。
　

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
作
業
場
に
置
か
れ
て
い
る
、
何

　
　
　
台
か
の
プ
ロ
用
ミ
シ
ン
を
顎
で
指
し
て
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
あ
っ
ち
の
も
、
も
う
使
え
る
だ
ろ
？
」

萌
奈
美
「…

…

使
え
る
け
ど
（
小
声
）
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン
、
モ
ナ
ミ
３
８
７
。

　
三
十
年
以
上
前
の
ミ
シ
ン
だ
。
よ
く
動
い
て
る
ね
」
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萌
奈
美
、
口
を
尖
ら
せ
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
閉
じ
て
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
モ
ナ
ミ
の
意
味
は
知
っ
て
る
？
」
　

　
　
　
萌
奈
美
、
首
を
振
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
私
の
友
達
」

　
　
　
萌
奈
美
、
ミ
シ
ン
の
ロ
ゴ
を
み
つ
め
る
。

　
　
　m

onam
i

と
記
さ
れ
た
ロ
ゴ
。

萌
奈
美
「…

…

」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
立
ち
上
が
っ
て
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
昔
の
ミ
シ
ン
は
、
小
さ
く
て
も
パ
ワ
ー

　
が
あ
る
。
手
入
れ
は
ち
ゃ
ん
と
し
な
い
と
ダ
メ
だ

　
け
ど
」

　
　
　
萌
奈
美
、
黙
っ
て
頷
く
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
萌
奈
美
の
側
に
行
き
、
ウ
ェ
デ

　
　
　
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
手
に
取
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

エ
ン
パ
イ
ア
シ
ル
エ
ッ
ト
。
妊
婦

　
に
も
、
差
し
支
え
の
な
い
デ
ザ
イ
ン
で
は
あ
る
」

萌
奈
美
「…

…

（
不
満
げ
な
顔
）
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
デ
ザ
イ
ン
画
を
置
い
て
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
明
日
、
朝
か
ら
買
い
出
し
に
行
く
け
ど
。
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一
緒
に
来
る
？
」

　
　
　
萌
奈
美
、
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
い
く
。

○
函
館
の
街
・
路
面
電
車
の
駅

　
　
　
路
面
電
車
、
駅
に
停
車
す
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
と
萌
奈
美
、
電
車
か
ら
降
り
る
。
　
　

　
　
　
サ
ン
グ
ラ
ン
ス
を
掛
け
て
歩
く
イ
ケ
ナ
ガ
を
、

　
　
　
追
い
か
け
て
い
く
萌
奈
美
。

○
函
館
の
街
・
街
中

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
と
萌
奈
美
、
並
ん
で
歩
く
。

　
　
　
萌
奈
美
、
思
い
出
し
た
よ
う
に
、
リ
ュ
ッ
ク

　
　
　
か
ら
サ
ン
グ
ラ
ス
を
出
し
、
自
分
も
掛
け
る
。

　
　
　
二
人
、
サ
ン
グ
ラ
ス
姿
で
並
ん
で
歩
く
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…
…

」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
自
分
の
サ
ン
グ
ラ
ス
は
外
す
。

○
繊
維
卸
し
業
者
倉
庫
・
内

　
　
　
天
井
ま
で
の
棚
に
、
様
々
な
布
地
が
積
ま
れ

　
　
　
て
い
る
古
い
倉
庫
。
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見
上
げ
る
萌
奈
美
、
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
萌
奈
美
の
背
後
か
ら
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
ど
ん
な
生
地
が
イ
メ
ー
ジ
？
」

　
　
　
萌
奈
美
、
振
り
返
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
並
ん
だ
生
地
を
み
な
が
ら
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
デ
ザ
イ
ン
画
で
煮
詰
ま
っ
た
ら
、
実
際

　
に
作
り
な
が
ら
考
え
れ
ば
い
い
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
サ
テ
ン
生
地
の
ロ
ー
ル
を
取
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
触
っ
て
ご
ら
ん
」

　
　
　
萌
奈
美
、
生
地
に
触
れ
る
。

萌
奈
美
「…

…

」

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
と
萌
奈
美
、
い
ろ
ん
な
生
地
を
手

　
　
　
に
取
り
、
肌
触
り
を
確
か
め
る
。

○
繊
維
卸
し
倉
庫
・
前

　
　
　
カ
ー
ト
に
大
量
の
布
地
が
積
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
カ
ー
ト
を
眺
め
て
い
る
萌
奈
美
の
傍
、
初
老

　
　
　
の
男
性
、
電
卓
を
叩
く
。
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イ
ケ
ナ
ガ
、
一
本
の
ロ
ー
ル
布
を
担
い
で
、

　
　
　
倉
庫
か
ら
出
て
来
る
。
赤
い
タ
ー
タ
ン
チ
ェ

　
　
　
ッ
ク
、
ウ
ー
ル
地
の
ロ
ー
ル
布
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
初
老
の
男
に
ロ
ー
ル
布
を
渡
し
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
あ
と
こ
れ
も
。
十
メ
ー
ト
ル
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
萌
奈
美
に
向
か
っ
て
、
　

イ
ケ
ナ
ガ
「
持
っ
て
帰
れ
る
分
は
、
持
っ
て
帰
る
ぞ
」

○
函
館
の
街

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
と
萌
奈
美
、
街
中
を
並
ん
で
歩
く
。

　
　
　
ロ
ー
ル
布
を
数
本
、
肩
に
担
い
だ
イ
ケ
ナ
ガ
。

　
　
　
両
脇
に
布
地
、
洋
裁
道
具
の
入
っ
た
袋
を
抱

　
　
　
え
た
萌
奈
美
。

○
イ
ケ
ナ
ガ
洋
装
店
・
内

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
ト
ル
ソ
ー
に
サ
テ
ン
の
布
を
掛

　
　
　
け
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
ト
ル
ソ
ー
に
掛
け
た
布
に
直
接

　
　
　
ハ
サ
ミ
を
入
れ
て
い
く
。

　
　
　
サ
テ
ン
の
布
、
エ
ン
パ
イ
ア
シ
ル
エ
ッ
ト
の
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ド
レ
ス
に
近
づ
い
て
い
く
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
の
後
ろ
、
み
て
い
る
萌
奈
美
、

萌
奈
美
「…

…

」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
萌
奈
美
に
ハ
サ
ミ
を
差
し
出
す
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
煮
詰
ま
っ
た
ら
、
作
り
な
が
ら
考
え
る
。

　
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
は
無
駄
の
な
さ
。
先
ず
は
無
駄

　
の
な
い
、
自
然
な
シ
ル
エ
ッ
ト
を
み
つ
る
」
　

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
作
業
台
に
積
ま
れ
た
布
を
指
し
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
違
う
と
思
っ
た
ら
、
ま
た
最
初
か
ら
や

　
り
直
し
」

萌
奈
美
「…

…

（
気
合
い
を
入
れ
る
表
情
）
」

　
　
　
萌
奈
美
、
ハ
サ
ミ
を
受
け
取
る
。

○
同
・
内
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
萌
奈
美
、
ト
ル
ソ
ー
の
布
に
直
接
ハ
サ
ミ
を

　
　
　
入
れ
て
い
く
。

○
同
・
台
所
〜
応
接
間
（
日
替
わ
り
、
朝
）

　
　
　
向
か
い
合
い
、
ト
ー
ス
ト
と
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

　
　
　
ん
で
い
る
イ
ケ
ナ
ガ
と
萌
奈
美
。
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萌
奈
美
、
結
婚
雑
誌
で
は
な
く
、
幼
い
頃
か

　
　
　
ら
読
ん
で
い
た
古
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
を
開

　
　
　
い
て
、
ト
ー
ス
ト
を
頬
張
る
。

○
同
・
内

　
　
　
萌
奈
美
、
ト
ル
ソ
ー
の
布
を
眺
め
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
ト
ル
ソ
ー
か
ら
布
を
外
す
。

　
　
　
最
初
か
ら
や
り
直
す
萌
奈
美
。

○
同
・
内
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
萌
奈
美
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
で
サ
テ
ン
の
布

　
　
　
を
縫
い
合
わ
せ
て
い
く
。

　
　
　
萌
奈
美
、
ト
ル
ソ
ー
に
ド
レ
ス
を
着
せ
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
ド
レ
ス
を
眺
め
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
ド
レ
ス
を
脱
が
す
。

　
　
　
×          

×          

×
　
　

　
　
　
萌
奈
美
、
再
び
ト
ル
ソ
ー
に
新
し
い
布
を
掛

　
　
　
け
、
イ
チ
か
ら
や
り
直
す
。

　
　
　
長
机
、
イ
ケ
ナ
ガ
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
、

　
　
　
デ
ザ
イ
ン
画
を
淡
々
と
描
い
て
い
る
。
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○
同
・
台
所
〜
応
接
間
（
日
替
わ
り
、
昼
）

　
　
　
向
か
い
合
い
、
そ
う
め
ん
を
食
べ
る
イ
ケ
ナ

　
　
　
ガ
と
萌
奈
美
。
萌
奈
美
、
ズ
ル
っ
と
啜
っ
て

　
　
　
も
り
も
り
食
べ
る
。

○
同
・
内

　
　
　
ト
ル
ソ
ー
の
ド
レ
ス
、
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
ト
ル
ソ
ー
を
み
つ
め
る
イ
ケ
ナ
ガ
と
萌
奈
美
。

　
　
　
萌
奈
美
、
首
を
か
し
げ
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
傍
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
、

　
　
　
ド
レ
ス
を
見
な
が
ら
絵
を
描
き
始
め
る
。

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
描
か
れ
た
、
ウ
ェ
デ
ィ

　
　
　
ン
グ
ド
レ
ス
の
ラ
フ
な
ス
ケ
ッ
チ
。
　
　

　
　
　
ス
ケ
ッ
チ
を
み
つ
め
る
萌
奈
美
。

萌
奈
美
「…

…

」

イ
ケ
ナ
ガ
「
煮
詰
ま
っ
た
ら
、
ま
た
描
い
て
考
え
る
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
萌
奈
美
に
鉛
筆
を
渡
す
。
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萌
奈
美
、
鉛
筆
を
受
け
取
り
、
ス
ケ
ッ
チ
に

　
　
　
描
き
足
し
て
い
く
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
長
机
に
向
か
い
、
別
の
作
業
に
。

　
　
　
萌
奈
美
、
ト
ル
ソ
ー
の
ド
レ
ス
を
み
な
が
ら
、

　
　
　
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
鉛
筆
を
走
ら
せ
る
。

○
同
・
台
所
〜
応
接
間
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
開
け
放
た
れ
た
引
き
戸
か
ら
、
作
業
し
て
い

　
　
　
る
萌
奈
美
の
姿
。
　

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
開
い
て
い
る
。

　
　
　
Ｐ
Ｃ
画
面
、
ビ
デ
オ
通
話
の
イ
ケ
ナ
ガ
の
女

　
　
　
性
ス
タ
ッ
フ
と
、
デ
ザ
イ
ン
画
の
画
像
。

女
性
「
送
っ
て
い
た
だ
い
た
の
、
ど
れ
も
素
敵
で
す
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
あ
り
が
と
う
」

女
性
「
サ
ン
プ
ル
は
、
ま
た
、
そ
っ
ち
の
パ
タ
ン
ナ

　
ー
さ
ん
と
作
成
さ
れ
ま
す
か
？
」

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

い
や
。
彼
女
、
今
、
少
し
忙
し
い

　
み
た
い
で
。
そ
っ
ち
で
よ
ろ
し
く
」

○
同
・
内
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モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
で
、
ド
レ
ス
を
縫
っ
て
い

　
　
　
く
萌
奈
美
、
集
中
し
た
表
情
。

○
有
限
会
社
モ
イ
モ
イ
函
館
工
場
・
社
長
室
内

　
　
　
モ
ノ
に
溢
れ
た
ち
っ
ぽ
け
で
粗
末
な
社
長
室
。

　
　
　
入
り
口
付
近
に
立
つ
、
作
業
着
姿
の
真
優
美
。

　
　
　
古
い
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
の
前
に
座
る
正
岡
。

正
岡
「…

…

そ
う
」

　
　
　
真
優
美
、
黙
っ
て
う
つ
む
い
て
い
る
。

正
岡
「…

…

次
の
仕
事
は
、
も
う
決
ま
っ
て
る
？
」

真
優
美
「…

…

い
え
」

正
岡
「
な
ら
、
決
ま
る
ま
で
、
半
出
で
も
い
い
か
ら
」

　
　
　
真
優
美
、
う
つ
む
い
た
ま
ま
、

真
優
美
「
す
い
ま
せ
ん…

…

」

正
岡
「…

…

そ
っ
か
」

　
　
　
正
岡
、
う
つ
む
い
て
、

正
岡
「…

…

あ
の
、
何
度
も
聞
い
て
、
悪
い
ん
だ
け

　
ど
、
本
当
に
ち
ゃ
ん
と
、
堕
し
た
？
」

　
　
　
真
優
美
、
黙
っ
て
頷
く
。

　
　
　
正
岡
、
虚
ろ
に
何
度
も
頷
く
。
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正
岡
「…

…

ご
め
ん
な
。
体
調
は
も
う
大
丈
夫
？
」

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内

　
　
　
作
業
台
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
の
側
に
、
朱
音

　
　
　
の
制
服
の
ス
カ
ー
ト
が
置
か
れ
て
い
る
。

○
同
・
台
所
〜
応
接
間
（
日
替
わ
り
、
昼
）

　
　
　
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ケ
ナ
ガ
、
対
面

　
　
　
に
萌
奈
美
と
朱
音
、
そ
う
め
ん
を
食
べ
る
。

　
　
　
朱
音
、
制
服
の
下
、
ジ
ャ
ー
ジ
穿
き
。

朱
音
「
（
萌
奈
美
に
）
お
盆
開
け
に
は
出
来
る
？
」

萌
奈
美
「…

…

多
分
」

　
　
　
朱
音
、
萌
奈
美
、
そ
う
め
ん
を
大
胆
に
取
っ

　
　
　
て
、
ズ
ル
っ
と
啜
っ
て
も
り
も
り
食
べ
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
（
二
人
を
み
て
）…

…

」

朱
音
「
じ
ゃ
ど
う
や
っ
て
呼
び
出
す
か
だ
ね…

…

」

萌
奈
美
「…

…

呼
び
出
す
っ
て
？
」

朱
音
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
さ
。
そ
う
し
な
い
と
、
マ
ユ
姉

　
来
な
い
っ
し
ょ
。
遠
慮
し
て
さ
」

　
　
　
朱
音
、
考
え
な
が
ら
、
そ
う
め
ん
を
取
っ
て
、
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ズ
ル
っ
と
啜
っ
て
食
べ
る
。

○
札
幌
の
配
送
会
社
・
駐
車
場

　
　
　
倉
庫
の
前
に
並
ん
で
い
る
中
型
ト
ラ
ッ
ク
。

　
　
　
ト
ラ
ッ
ク
を
洗
車
し
て
い
る
崇
。

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
駐
車
場
の
脇
の
ベ
ン
チ
、
ス
マ
を
で
通
話
し

　
　
　
て
い
る
崇
。

崇
「
流
し
そ
う
め
ん
？
」

○
函
館
の
公
園

　
　
　
見
晴
ら
し
の
い
い
公
園
。

　
　
　
真
優
美
、
ベ
ン
チ
に
座
り
ス
マ
ホ
で
通
話
。

真
優
美
「…

…

う
ん
。
お
盆
明
け
の
土
曜
日
、
園
で

　
や
る
ん
だ
っ
て
。
ち
ょ
う
ど
い
い
か
ら
、
そ
こ
で

　
み
ん
な
に
挨
拶
し
て
か
ら
、
そ
っ
ち
に
行
っ
て
も

　
い
い
？
」

崇
（
声
）
「…

…

分
か
っ
た
」

真
優
美
「…

…

忙
し
い
よ
ね
？
」

崇
（
声
）
「
ん
？
」
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真
優
美
「…

…

相
手
の
人
も
連
れ
て
来
た
ら
っ
て
、

　
言
わ
れ
た
ん
だ
け
ど…

…

」

○
札
幌
の
配
送
会
社
・
駐
車
場

　
　
　
ス
マ
を
で
通
話
し
て
い
る
崇
。

真
優
美
（
声
）
「…

…
ご
め
ん
。
な
ん
で
も
な
い
」

崇
「…

…

」

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内

　
　
　
朱
音
、
試
着
ス
ペ
ー
ス
か
ら
出
て
く
る
。

　
　
　
朱
音
の
ス
カ
ー
ト
丈
、
短
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
朱
音
、
作
業
場
に
や
っ
て
来
て
、
萌
奈
美
に
、

朱
音
「
あ
り
が
と
ね
ー
」

　
　
　
萌
奈
美
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
縫
う
準

　
　
　
備
を
し
な
が
ら
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
、

萌
奈
美
「
う
ん
」

朱
音
「
（
ド
レ
ス
を
み
て
）
お
お
ー
い
い
感
じ
。
私

　
も
な
ん
か
手
伝
お
っ
か
？
」

萌
奈
美
「
結
婚
し
て
な
い
女
が
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド

　
レ
ス
縫
う
と
、
結
婚
で
き
な
く
な
る
ん
だ
っ
て
」
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朱
音
「
え
、
本
当
？
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
台
所
か
ら
出
て
き
て
、
長
机
に

　
　
　
向
か
う
。

萌
奈
美
「
（
イ
ケ
ナ
ガ
を
み
な
が
ら
）
言
っ
て
た
」

朱
音
「…

…

ご
め
ん
萌
奈
美
。
私
が
頼
ん
だ
か
ら
」

　
　
　
萌
奈
美
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
の
前
に
座
り
、

萌
奈
美
「
大
丈
夫
。
私
、
結
婚
な
ん
て
し
な
い
か
ら
」

　
　
　
ミ
シ
ン
を
動
か
し
始
め
る
萌
奈
美
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
少
し
鼻
で
微
笑
い
な
が
ら
、
長

　
　
　
机
で
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
開
く
。

　
　
　

○
同
・
前
（
夜
）

　
　
　
店
内
の
灯
り
が
つ
い
た
洋
装
店
。

○
同
・
内

　
　
　
作
業
台
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
パ
ー
ツ

　
　
　
が
い
く
つ
か
並
ん
で
い
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
パ
ー
ツ
の
細
か
い
部
分
を
手
縫
い

　
　
　
で
縫
っ
て
い
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
台
所
か
ら
萌
奈
美
の
様
子
を
眺
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め
て
い
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
作
業
台
に
や
っ
て
来
て
、
萌
奈

　
　
　
美
の
傍
ら
に
座
る
。

　
　
　
ド
レ
ス
の
パ
ー
ツ
を
手
に
取
る
イ
ケ
ナ
ガ
、

　
　
　
黙
っ
て
手
縫
い
で
縫
っ
て
い
く
。

萌
奈
美
「…

…

」

　
　
　
二
人
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
を
間
に
置
い
て
、

　
　
　
黙
々
と
縫
い
続
け
る
。

　
　
　

○
の
ど
か
な
歩
道
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
陽
光
の
差
し
込
む
緑
の
歩
道
。

　
　
　
真
優
美
と
崇
、
並
ん
で
歩
く
。

崇
「…

…

流
し
そ
う
め
ん
な
ん
て
し
た
こ
と
ね
」

真
優
美
「
本
当
？
夏
、
た
ま
に
や
っ
て
た
よ
。
す
ぐ

　
喧
嘩
に
な
っ
た
な
あ…

…

」

○
森
の
子
園
・
園
庭

　
　
　
中
庭
並
べ
ら
れ
た
デ
ッ
キ
テ
ー
ブ
ル
、
デ
ッ

　
　
　
キ
チ
ェ
ア
、
少
年
少
女
達
、
飾
り
つ
け
す
る
。

　
　
　
朱
音
、
友
人
達
と
、
流
し
そ
う
め
ん
の
準
備
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を
す
る
。

Ｂ
ボ
ー
イ
風
の
男
の
子
「
な
し
て
結
婚
パ
ー
テ
ィ
ー

　
に
流
し
そ
う
め
ん
？
」

朱
音
「
一
応
ね…

…

」

○
森
の
子
園
・
学
習
室
・
内

　
　
　
室
内
、
窓
の
外
か
ら
達
の
賑
や
か
な
声
。

　
　
　
ト
ル
ソ
ー
に
着
せ
ら
れ
た
エ
ン
パ
イ
ア
シ
ル

　
　
　
エ
ッ
ト
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
。

　
　
　
ド
レ
ス
を
静
か
に
み
つ
め
る
萌
奈
美
。

○
森
の
子
園
・
前

　
　
　
園
の
門
の
前
、
朱
音
、
友
人
達
。
歩
道
の
向

　
　
　
こ
う
か
ら
、
真
優
美
と
崇
、
歩
い
て
来
る
。

朱
音
「
来
た
来
た
！
」

　
　
　
朱
音
、
大
き
く
手
を
振
る
。

　
　
　
Ｂ
ボ
ー
イ
風
の
男
の
子
達
、
ビ
ビ
り
気
味
。

　
　
　
真
優
美
、
小
さ
く
手
を
振
る
。

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
門
の
前
ま
で
や
っ
て
来
る
真
優
美
と
崇
。
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朱
音
、
お
も
む
ろ
に
真
優
美
の
手
を
取
り
、

　
　
　
中
に
引
っ
張
て
行
く
。
残
さ
れ
る
崇
、
ビ
ビ

　
　
　
り
気
味
な
友
人
達
に
止
め
ら
れ
る
。

○
同
・
学
習
室
・
内

　
　
　
黄
色
い
カ
ー
テ
ン
が
閉
め
ら
れ
た
室
内
。

　
　
　
朱
音
に
引
っ
張
ら
れ
、
入
っ
て
来
る
真
優
美
。

　
　
　
ト
ル
ソ
ー
の
傍
ら
に
立
つ
萌
奈
美
。

　
　
　
ト
ル
ソ
ー
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
。

　
　
　
真
優
美
、
ド
レ
ス
に
見
惚
れ
る
。

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
真
優
美
に
ド
レ
ス
を
着
せ
る
萌
奈
美
と
朱
音
、

萌
奈
美
「
朱
音
ち
ん
、
引
っ
張
り
す
ぎ
」

朱
音
「
ご
め
ん
ご
め
ん
」

　
　
　
真
優
美
、
言
葉
が
出
な
い
。

　
　
　
萌
奈
美
、
淡
々
と
手
を
動
か
す
。

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
朱
音
、
真
優
美
の
眼
鏡
を
外
す
。

　
　
　
園
の
幼
い
少
女
達
、
ド
レ
ス
の
裾
を
持
つ
。

　
　
　
萌
奈
美
、
真
優
美
に
ブ
ー
ケ
を
渡
し
、
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萌
奈
美
「
お
め
で
と
う
」

真
優
美
「…

…

あ
り
が
と
う
」

○
同
・
園
庭

　
　
　
萌
奈
美
に
手
を
引
か
れ
、
真
優
美
、
建
物
か

　
　
　
ら
園
庭
に
出
て
来
る
。

　
　
　
ド
レ
ス
の
裾
を
持
ち
、
真
優
美
の
後
ろ
を
歩

　
　
　
く
幼
い
少
女
達
。
　
　
　
　

　
　
　
崇
を
中
心
に
、
園
の
仲
間
、
職
員
、
朱
音
、

　
　
　
朱
音
の
友
人
達
、
真
優
美
を
迎
え
る
。

　
　
　
明
る
い
陽
光
の
下
、
ウ
ェ
デ
イ
ン
グ
ド
レ
ス

　
　
　
を
纏
っ
た
真
優
美
、
ま
っ
す
ぐ
歩
ん
で
い
く
。

　
　
　
×          

×          

×
　
　
　

　
　
　
崇
と
真
優
美
、
指
貫
で
指
輪
交
換
。

　
　
　
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
、
二
人
に
降
り
注
ぐ
。
　
　

　
　
　
×          

×          

×
　
　
　

　
　
　
わ
い
わ
い
と
賑
や
か
な
園
庭
。

　
　
　
崇
、
園
の
子
供
達
と
流
し
そ
う
め
ん
を
掬
う
。

　
　
　
朱
音
達
、
真
優
美
達
と
、
ス
マ
ホ
で
写
真
を

　
　
　
撮
り
合
う
。
朱
音
、
真
優
美
に
眼
鏡
を
渡
す
。

85



　
　
　
真
優
美
、
眼
鏡
を
掛
け
る
。
　

　
　
　
萌
奈
美
、
み
ん
な
の
輪
か
ら
離
れ
、
真
優
美

　
　
　
を
み
つ
め
て
い
る
。
　
　

　
　
　
幼
い
少
女
達
、
真
優
美
の
元
へ
駆
け
て
行
き
、

　
　
　
ド
レ
ス
を
み
せ
て
と
せ
が
む
。

　
　
　
真
優
美
、
ド
レ
ス
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
な
が
ら
、

　
　
　
離
れ
た
萌
奈
美
に
微
笑
み
か
け
る
。

　
　
　
萌
奈
美
、
真
優
美
に
微
笑
み
を
返
す
。

○
は
ま
な
す
の
丘
・
浩
子
の
部
屋

　
　
　
室
内
に
、
窓
か
ら
陽
光
が
差
し
て
い
る
。

　
　
　
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ベ
ッ
ド
に
も
た
れ
た
浩
子
、

　
　
　
窓
を
眺
め
て
、

浩
子
「…

…

い
い
天
気
だ
ぁ
」

　
　
　
傍
ら
、
店
の
帳
簿
を
計
算
す
る
イ
ケ
ナ
ガ
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
刹
那
、
窓
に
視
線
を
投
げ
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

そ
だ
ね
」

○
函
館
の
街
（
夜
）

　
　
　
夜
の
函
館
の
街
。
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○
函
館
駅
・
ホ
ー
ム

　
　
　
ベ
ン
チ
に
並
ん
で
座
っ
て
い
る
真
優
美
と
崇
。

　
　
　
傍
ら
に
は
大
き
め
の
荷
物
。

　
　
　
真
優
美
、
ス
マ
ホ
で
結
婚
パ
ー
テ
ィ
ー
の
写

　
　
　
真
を
み
る
。

　
　
　
真
優
美
と
幼
い
少
女
た
ち
の
写
真
。

　
　
　
真
優
美
、
萌
奈
美
、
朱
音
、
三
人
の
写
真
。
　
　

真
優
美
「…

…

ね
え
」

崇
「
ん
？
」

　
　
　
真
優
美
、
腹
部
に
手
を
置
き
、

真
優
美
「…

…

や
っ
ぱ
産
ん
で
い
い
？
」

崇
「…

…

俺
は
初
め
か
ら
構
わ
ね
え
っ
て
言
っ
て
る
」

真
優
美
「…

…

」

崇
「
俺
は
血
の
繋
が
っ
た
親
父
が
、
一
番
最
悪
だ
っ

　
た
。
誰
が
父
親
で
も
、
オ
メ
の
子
に
は
変
わ
り
ね
」

　
　
　
ホ
ー
ム
に
列
車
が
入
っ
て
く
る
。

　
　
　
真
優
美
、
片
手
を
、
崇
の
手
に
触
れ
る
。

　
　
　
崇
、
真
優
美
の
手
を
し
っ
か
り
と
握
る
。
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○
中
学
校
・
校
門
前
（
日
替
わ
り
、
秋
）

　
　
　
秋
の
夕
暮
れ
。
校
門
を
出
て
来
る
生
徒
達
。

　
　
　
ジ
ャ
ー
ジ
姿
、
丸
坊
主
、
垢
抜
け
な
い
中
学

　
　
　
生
達
に
混
じ
っ
て
、
シ
ョ
ー
ト
ボ
ブ
、
制
服

　
　
　
の
ブ
レ
ザ
ー
を
着
た
萌
奈
美
、
リ
ュ
ッ
ク
を

　
　
　
背
負
っ
て
ス
タ
ス
タ
と
校
門
を
出
て
来
る
。

○
イ
ケ
ナ
ガ
洋
装
店
・
内

　
　
　
カ
ウ
ン
タ
ー
、
老
婦
人
の
客
。

　
　
　
接
客
す
る
イ
ケ
ナ
ガ
、
伝
票
を
渡
す
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

仕
上
が
り
は
来
週
月
曜
で
」

老
婦
人
「
よ
ろ
し
く
ね
」

　
　
　
玄
関
か
ら
、
萌
奈
美
入
っ
て
来
る
。

萌
奈
美
「
こ
ん
に
ち
わ
」

老
婦
人
「
は
い
。
こ
ん
に
ち
わ
」

　
　
　
萌
奈
美
、
作
業
場
に
向
か
う
。

　
　
　
作
業
場
、
仮
布
の
コ
ー
ト
が
着
せ
ら
れ
た
ト

　
　
　
ル
ソ
ー
。
細
身
の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
コ
ー
ト
。

　
　
　
萌
奈
美
、
作
業
台
に
荷
物
を
置
く
。

　
　
　
×          

×          

×
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イ
ケ
ナ
ガ
、
ト
ル
ソ
ー
、
仮
布
の
コ
ー
ト
を

　
　
　
メ
ジ
ャ
ー
を
使
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

イ
ケ
ナ
ガ
「
こ
こ
は
も
う
３
ミ
リ
出
そ
う
」

　
　
　
萌
奈
美
、
傍
ら
で
メ
モ
を
取
る
。

○
同
・
内
（
夜
）

　
　
　
作
業
台
、
萌
奈
美
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
で
仮

　
　
　
布
を
縫
う
。

　
　
　
長
机
、
イ
ケ
ナ
ガ
、
デ
ザ
イ
ン
画
を
描
い
て

　
　
　
い
く
。

○
同
・
台
所
〜
応
接
間
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
向
か
い
合
い
、
珈

　
　
　
琲
を
飲
む
イ
ケ
ナ
ガ
と
萌
奈
美
。

　
　
　
お
互
い
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
を
開
き
無
言
。

　
　
　
萌
奈
美
、
苦
い
顔
せ
ず
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
。

　
　
　

○
函
館
の
街
（
日
替
わ
り
、
初
冬
）

　
　
　
空
気
が
張
り
詰
め
始
め
る
函
館
の
街
。

　
　
　
萌
奈
美
、
マ
フ
ラ
ー
を
巻
い
て
歩
い
て
い
る
。
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○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内

　
　
　
作
業
場
、
イ
ケ
ナ
ガ
、
独
り
デ
ザ
イ
ン
画
を

　
　
　
描
い
て
い
る
。
赤
い
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
の
、

　
　
　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
コ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
画
。

○
は
ま
な
す
の
丘
・
浩
子
の
部
屋

　
　
　
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ベ
ッ
ド
に
も
た
れ
た
浩
子
。

　
　
　
傍
ら
の
萌
奈
美
、
デ
ザ
イ
ン
画
を
み
せ
、
笑

　
　
　
顔
で
話
し
か
け
て
い
る
。

萌
奈
美
「
今
度
は
こ
れ
作
る
ん
だ…
…

」

　
　
　
浩
子
、
ベ
ッ
ド
に
も
た
れ
た
ま
ま
、
静
か
に

　
　
　
微
笑
む
。

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内

　
　
　
ト
ル
ソ
ー
に
着
せ
ら
れ
た
仮
布
の
コ
ー
ト
、

　
　
　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
シ
ル
エ
ッ
ト
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
デ
ザ
イ
ン
画
を
手
に
仮
布
の
コ

　
　
　
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　
　
　
傍
ら
の
萌
奈
美
、
表
情
は
ど
こ
か
淋
し
げ
。
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萌
奈
美
、
黙
っ
て
メ
モ
を
す
る
。

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
と
萌
奈
美
、
型
紙
に
沿
っ
て
、
タ

　
　
　
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
の
布
を
切
っ
て
い
く
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
作
業
し
な
が
ら
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
こ
の
生
地
は
、
流
石
に
そ
の
ミ
シ
ン
じ

　
ゃ
無
理
だ
か
ら
」

　
　
　
萌
奈
美
、
傍
ら
の
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
を
み
る
。

萌
奈
美
「…

…

」

イ
ケ
ナ
ガ
「
こ
れ
は
、
僕
が
縫
う
よ
」
　
　

　
　
　
淡
々
と
手
を
動
か
し
な
が
ら
イ
ケ
ナ
ガ
。

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
作
業
台
に
背
を
向
け
、
ロ
ッ
ク

　
　
　
ミ
シ
ン
で
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
の
布
地
を
縫

　
　
　
い
合
わ
せ
る
。

　
　
　
作
業
台
、
萌
奈
美
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
で
、
　
　

　
　
　
シ
ー
チ
ン
グ
生
地
の
茶
色
い
布
を
縫
う
。

　
　
　
萌
奈
美
、
手
を
止
め
て
、
イ
ケ
ナ
ガ
の
背
中

　
　
　
に
視
線
を
投
げ
る
。
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萌
奈
美
「…

…

」

　
　
　
黙
々
と
ミ
シ
ン
を
縫
う
イ
ケ
ナ
ガ
の
背
中
。

○
同
・
前
（
日
替
わ
り
、
夜
）

　
　
　
深
夜
。
作
業
場
の
灯
り
が
灯
る
洋
装
店
。

○
同
・
内

　
　
　
作
業
場
、
独
り
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
の
コ
ー

　
　
　
ト
を
手
縫
い
す
る
イ
ケ
ナ
ガ
。

　
　
　
×          

×          

×

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
の
部
品
を
掃

　
　
　
除
し
、
ミ
シ
ン
オ
イ
ル
を
さ
す
。

　
　
　

○
真
っ
白
な
空
（
日
替
わ
り
）

　
　
　
初
雪
が
ち
ら
ち
ら
と
舞
う
空
。

○
い
け
な
が
洋
装
店
・
内

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
窓
か
ら
外
の
雪
を
み
て
い
る
。

　
　
　
作
業
場
、
ト
ル
ソ
ー
、
真
っ
赤
な
タ
ー
タ
ン

　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
の
コ
ー
ト
。
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作
業
台
、
萌
奈
美
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
ン
の
傍
、

　
　
　
デ
ザ
イ
ン
画
を
描
い
て
い
る
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
窓
を
み
た
ま
ま
、

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…
着
て
み
る
？
」

　
　
　
萌
奈
美
、
返
事
も
せ
ず
、
顔
を
上
げ
な
い
。

○
同
・
前

　
　
　
雪
が
静
か
に
舞
い
落
ち
る
洋
装
店
の
軒
先
。

　
　
　
萌
奈
美
、
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
の
コ
ー
ト
を

　
　
　
纏
い
玄
関
か
ら
出
て
く
る
。
コ
ー
ト
の
サ
イ

　
　
　
ズ
は
萌
奈
美
に
は
少
し
大
き
い
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
開
い
た
ガ
ラ
ス
戸
に
も
た
れ
、

　
　
　
萌
奈
美
の
背
中
を
み
つ
め
る
。
　

　
　
　
萌
奈
美
の
コ
ー
ト
に
落
ち
る
白
い
雪
、
静
か

　
　
　
に
溶
け
て
い
く
。

　
　
　
萌
奈
美
、
う
つ
む
く
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
も
う
つ
む
く
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

や
っ
ぱ
り
、
少
し
大
き
い
か
」
　
　
　

　
　
　
萌
奈
美
、
遮
る
よ
う
に
し
ゃ
く
り
上
げ
、

萌
奈
美
「
大
き
く
ね
え
！
　
ピ
ッ
タ
リ
だ
ぁ
！
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（
涙
声
）
」

　
　
　
萌
奈
美
、
堪
え
て
い
た
涙
を
流
す
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

」

　
　
　
萌
奈
美
、
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
の
コ
ー
ト
の

　
　
　
袖
で
涙
が
拭
く
。
が
、
止
ま
ら
な
い
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
黙
っ
て
う
つ
む
い
た
ま
ま
。

　
　
　
真
っ
白
い
雪
、
店
の
軒
先
に
、
静
か
に
振
り

　
　
　
続
け
る
。

　
　
　

○
黒

○
パ
リ
の
街
（
三
年
後
、
冬
）

　
　
　
冬
。
パ
リ
の
街
。

テ
ロ
ッ
プ
「
三
年
後
」

○
ホ
テ
ル
・
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
内

　
　
　
シ
ッ
ク
な
室
内
、
ソ
フ
ァ
セ
ッ
ト
の
周
り
で

　
　
　
ス
ト
ロ
ボ
機
材
を
撤
収
す
る
撮
影
ク
ル
ー
。

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
記
者
と
握
手

　
　
　
を
交
わ
す
。
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女
性
記
者
「
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
ま
す
。
い
い
記
事
に
な
り
そ
う
で
す
」

イ
ケ
ナ
ガ
「
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
こ
ち
ら
こ
そ
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
記
者
の
ド
レ
ス
を
眺
め
て
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
素
敵
な
ド
レ
ス
で
す

　
ね
」

女
性
記
者
「
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
光
栄
で
す
。
ネ
ッ
ト

　
で
買
い
ま
し
た
。
日
本
の
北
海
道
の
ブ
ラ
ン
ド
で

　
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
高
校
生
の
女
の
子
な
ん
で
す

　
っ
て
。
ご
存
知
で
す
か
？
」

　
　
　
固
ま
る
イ
ケ
ナ
ガ
。

イ
ケ
ナ
ガ
「…

…

萌
奈
美
？
」

女
性
記
者
「
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
そ
う
で
す
！
　
　

　M
on-nam

i

で
す
！
　
や
は
り
日
本
じ
ゃ
有
名
な

　
ブ
ラ
ン
ド
ん
で
す
ね
！
」

　
　
　
イ
ケ
ナ
ガ
、
朗
ら
か
に
微
笑
ん
で
、

イ
ケ
ナ
ガ
「
（
フ
ラ
ン
ス
語
）…

…

私
の
友
達
で
す
」

○
森
の
子
園
・
学
習
室

　
　
　
高
校
生
に
な
っ
た
萌
奈
美
、
モ
ナ
ミ
の
ミ
シ
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ン
で
布
を
縫
い
続
け
て
い
る
。

　
　
　
部
屋
に
は
様
々
な
洋
服
が
着
せ
ら
た
ト
ル
ソ

　
　
　
ー
が
並
ぶ
。

○
函
館
の
街

　
　
　
サ
ン
グ
ラ
ス
の
萌
奈
美
、
サ
イ
ズ
の
合
っ
て

　
　
　
き
た
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
の
コ
ー
ト
を
纏
い
、

　
　
　
冬
の
函
館
を
颯
爽
と
歩
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ｉ
Ｎ
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